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今
月
の
主
な
内
容

◦総人口◦
23,744（24,127）人　

◦男　性◦
11,325（11,499）人　

◦女　性◦
12,419（12,628）人　

◦世帯数◦
10,750（10,784）世帯

（　　）内は前年同月末日
※住民基本台帳人口による

いの町の
人口 平成28年

11月末現在

1
長沢小学校の門松づくり

平成27年12月撮影

2  平成29年度町長就任・年頭のごいさつ
3  民生委員・児童委員・主任児童委員が委嘱されました

4  冬に流行する感染症に気を付けましょう

5  消防団員募集中
6  

8  

南海トラフ地震に備える事業について

平成28年度いの町職員採用試験案内

いの町上下水道組合   ☎ 090－9555－6246

国保税　　　　　　　　７期
介護保険料　　　　　　７期
後期高齢者医療保険料　７期

今 月 の 納 税

上下水道休日当番
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いの町長

池田 牧子

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
い
の
町
政
に
対
し
ま
し
て
、
深

い
ご
理
解
、
ご
協
力
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
、
10
月
31
日
、
町
長
と
し
て
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

４
年
間
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
に
寄
り
添
っ

た
身
近
で
あ
た
た
か
な
町
政
を
め
ざ
し
、
行

政
と
町
民
の
皆
様
の
信
頼
と
協
調
の
も
と
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
進
め
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
の
発
展
、
躍
進
の
た
め
に
精
一
杯
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
、

ご
指
導
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
先
人
た

ち
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
、
文
化

に
彩
ら
れ
た
い
の
町
で
す
。
し
か
し
、
少

子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
問
題
、
ま
た
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
異
な
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
が
住
み
慣

れ
た
と
こ
ろ
で
生
き
生
き
と
生
活
を
全
う
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
福
祉
の
充
実
、
健
康

づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
へ
の
支
援
、

移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、
い
ず
れ
も
重
要
な

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
へ
足
を
運
び
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
、
と
も
に
考
え
、
地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
紙
産
業
は
も
と

よ
り
、
商
工
業
、
農
林
業
の
振
興
も
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
交
流
人
口
の

拡
大
、
集
客
増
へ
繋
げ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
、
県
や
林
業
学
校
、
周

辺
町
村
と
の
連
携
の
も
と
、
林
業
振
興
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

語
り
あ
い
、
未
来
へ
の
計
画
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
な
機
会
や
、
学
習
環
境
の
整
備
、
安

全
性
の
確
保
も
行
い
、
関
係
機
関
、
保
護
者

の
方
々
な
ど
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
浸
水
被
害
、
土
砂
災

害
な
ど
、
防
災
減
災
対
策
の
充
実
と
強
化
に

対
し
ま
し
て
、
国
、
県
と
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
強
化
し
、
災
害
発
生
時
の
避
難
や
避
難
所

運
営
な
ど
の
共
助
に
つ
な
げ
る
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
公
平
、
公
正
な
行
政
と
透
明
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
社
会
経
済
情
勢

は
き
わ
め
て
流
動
的
で
あ
り
、
状
況
の
変
化
、

行
政
需
要
へ
の
対
応
や
財
政
事
情
な
ど
も
判

断
す
る
と
と
も
に
、
国
の
動
き
、
高
知
県
の

施
策
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
町
の
発
展
、
躍

進
の
た
め
に
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
の
門
出
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
の

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
、

並
び
に
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

いの町議会議長

井上 敏雄

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
で
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
議
会
に
お
い
て
は
一
年
を
と
お
し

て
、
ラ
イ
ブ
・
録
画
配
信
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
町
に
と
っ
て
重
要
な
議
案
な
ど

の
議
論
に
つ
い
て
町
民
の
皆
様
に
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
地
方
創
生
へ
の
真
摯
な
取
組
や
防

災
対
策
な
ど
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る

中
で
議
員
の
改
選
も
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
議
会
も
行

政
と
と
も
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ど
う
か
議
会
に
対
し
て
、
皆
様
の
尚
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
長
就
任
・
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

平
成
29
年
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民生委員 ふりがな 担　当　地　域 民生委員 ふりがな 担　当　地　域
角田　清明 つのだ  きよあき 1区谷、柿奈路・2区羽根・加田（旧東加田） 森本　美幸 もりもと  みゆき 小野
前田嘉代子 まえだ　かよこ 3区大国町・5区公園町 小森　章宏 こもり  あきひろ 成山本村・北成山
森沢　智恵 もりさわ　ちえ 4区-1西町・4区-2西地 伊藤　　武 いとう　たけし 中追東・中追西
𠮷田　廣子 よしだ　ひろこ 6区幸町 大原　正宏 おおはら  まさひろ 楠瀬・柳瀬本村
矢野　雅子 やの　まさこ 7区元町・8区旭町 片岡　　覚 かたおか  さとる 石見・柏原・出来地
濵田　千鶴 はまだ　ちづる 9区本町・10区大和町 田村　住子 たむら　すみこ 西ノ谷・北谷
宮脇　雅子 みやわき  まさこ 11区加茂 中岡　美加 なかおか  みか 弘瀬・込谷・長原比上・長原比下
武林　　学 たけばやし  まなぶ 12区柳町・14区菊楽 楠本　光春 くすもと  みつはる 天王南1・天王南2・天王南3
鍋島　亨子 なべしま  みちこ 13区-1内野・13区-3内野 市川　静夫 いちかわ  しずお 天王南4・天王南5
土居　晶子 どい　あきこ 13区-2内野 吉村志保子 よしむら  しほこ 天王南6・天王南8
岡田　正博 おかだ  まさひろ 15区東町・16区新町 藤木　栄子 ふじき　えいこ 天王南7・天王南9
平井　雅章 ひらい  まさあき 17区天神1・18区天神2・19区天神3 竹田　順一 たけだ  じゅんいち 天王北1・天王北2・天王北3
髙野　博康 たかの  ひろやす 20区-1天神4・20区-2天神4 橋詰美知子 はしづめ  みちこ 天王北4
吉良　征世 きら　まさよ 20区-3天神4・20区-5沖田・ウェルネス 井上美佐子 いのうえ  みさこ 主任児童委員（伊野地区）
上田　剛司 あげた　つよし 20区-4駅南町・特老 宮田　幸子 みやた　ゆきこ 主任児童委員（伊野地区）
塩田　修已 しおた　おさみ 21区-1音竹・21区-2音竹 藤岡紀美子 ふじおか  きみこ 主任児童委員（伊野地区）
塩田　律子 しおた　りつこ 22区北山 森木　吏回 もりき　りえ 主任児童委員（伊野地区）
渡辺　香 わたなべ  かなえ 23区-1区北内 川村　雅俊 かわむら  まさとし 大野・西川・成川
杉本　寛子 すぎもと　ひろこ 23区-2奥名是友・23区-3是友第2 筒井　千惠 つつい　ちえ 日比原・馬路・槙川
森本　敏雄 もりもと　としお 24区槇 川村　芳久 かわむら  よしひさ 川窪・松ノ木・伊守川南
黒田　稔男 くろだ　としお 25区-2蔭・25区-3横藪 山中美和子 やまなか  みわこ 敷槙・程野
元𠮷　美知 もとよし　みち 26区-1駅前町・26区-2駅前町 久保田敏晴 くぼた  としはる 清水土居・伊守川北
刈谷　信子 かりや　のぶこ 27区駅東町 川村　　啓 かわむら　けい 木ノ瀬・上八川土居
森木　淑枝 もりき　としえ 八田1・八田2 門脇　康明 かどわき  やすあき 大久保・本郷
北岡　光愽 きたおか  みつひろ 八田3・八田4・八田5 岡　幸男 かたおか  ゆきお 寺野
川村　豊作 かわむら  とよさく 東浦1・東浦3 山内　　高 やまうち  たかし 津賀谷・古江
島田和加枝 しまだ　わかえ 東浦2県住Ｒ1～4 和田　光正 わだ　みつまさ 柿藪・連行・小申田
髙橋　博子 たかはし  ひろこ 東浦2県住Ｒ5～8 我　惠美 そが　えみ 枝川
金子多喜子 かねこ　たきこ 西浦1・西浦7 川村　友子 かわむら  ともこ 南越・致川
川﨑真知子 かわさき  まちこ 西浦2･西浦4-1 津賀　公子 つが　きみこ 高岩
島崎　博之 しまさき  ひろゆき 西浦3-1・西浦3-2 北岡　和生 きたおか  かずお 松尾・西津賀才
岡林　敬介 おかばやし  けいすけ 西浦3-3・西浦6 細川 里子 ほそかわ  まりこ 新別上
浜田　幸作 はまだ　こうさく 西浦4-2 岡林　利保 おかばやし  としやす 新別下
田上　曉光 たのうえ  あきみつ 西浦5 筒井　艶子 つつい　つやこ 川原田・柳野本村
羽方　則行 はかた  のりゆき 西浦9 渡邊　圭三 わたなべ  けいぞう 柳野上
伊藤　義孝 いとう   よしたか 藤ヶ瀬・泉ノ本 藤田　榮子 ふじた　えいこ 妙見・中峯・高樽
永田　秀子 ながた　ひでこ 北浦1 伊藤　久水 いとう　ひさみ 川又・仏堂・奥大野
池　　誠機 いけ　せいき 北浦2 曽我部明美 そがべ　あけみ 広瀬・横野・柿奈呂・打木
水田　　修 みずた　おさむ 八代1 北川　宏之 きたがわ  ひろゆき 漉地・土居
竹本　範雄 たけもと  のりお 八代2 浅川　和夫 あさかわ  かずお 長引・十田
池上　　桂 いけがみ  かつら 山石・柿谷・向流・肩抜 尾村　安正 おむら  やすまさ 大野内
髙瀨　科子 たかせ　しなこ 新道東１・新道中・新道西・宮の前・宮の東 筒井　英夫 つつい　ひでお 主任児童委員（吾北地区）
吉良　昌幸 きら　まさゆき 新道東2・尾山・簡保 曽我　　 修 そが　おさむ 主任児童委員（吾北地区）
田村　和稔 たむら  かずとし 波川北・和田・金剛寺・保井谷・茂地 神野　康彥  じんの  やすひこ 高薮
山下　　勝 やました  まさる 六部・西山・茶屋ケ鼻・木戸・奥の谷・農大 川村　洋二 かわむら  ようじ 脇ノ山（12/1推薦中）
西井チヅ子 にしい　ちづこ 大鎌田・小鎌田 川村　幸男 かわむら  ゆきお 足谷・葛原
山下　征惠 やました  せいえ 大八十・小八十・高野ケ谷 古田　好輝 ふるた  よしてる 桑瀬・中野川
金田つや子 かねだ　つやこ 中の中・中の西・南の東・南の中・南の西・甫岐 川村　節子 かわむら  せつこ 大森
中島美千代 なかじま  みちよ 加田 有賀　靖雄 ありが　やすお 長沢1区
尾﨑　叔香 おさき　としか 奈呂・毛田 山中　都夫 やまなか  くにお 長沢2区・戸中（12/1推薦中）
尾﨑　早苗 おさき　さなえ 保木・野久保 松本　健市 まつもと  けんいち 越裏門
町田　好德 まちだ   よしのり 鹿敷 山中ゆかり やまなか  ゆかり 寺川

増井　千明 ますい　ちあき 主任児童委員（本川地区）

いの町民生委員・児童委員名簿

民生委員・児童委員・主任児童委員が委嘱されました

　民生委員・児童委員及び主任児童委員の任期満了により全国一斉に改選が行われ、新たに平成28年12月１日
付けで、次の皆さんが厚生労働大臣及び高知県知事から委嘱されました。
（任期　平成28年12月１日～平成31年11月30日）

■ 問い合わせ　ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）　☎ 893−3810
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◆ インフルエンザとは ◆
　インフルエンザウイルスに感染することによって起こる病気です。
38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感などの症状
が比較的急速に現れるのが特徴です。併せて普通の風邪と同じよう
に、のどの痛み、鼻汁、咳などの症状も見られます。子どもはまれ
に急性脳症を、高齢者や免疫力の低下している方では肺炎を伴うな
ど、重症化することもあります。

◦予防方法
　外出後の手洗い、うがい、外出時に人混みへ入る際
はマスクの着用、適切な湿度の保持（50～60％）、栄
養バランスの取れた食事をとることなどが重要です。

◆ ノロウイルスとは ◆
　ノロウイルスは手指や食品などを介して、経口で感染し、おう吐、
下痢、腹痛などを起こします。健康な方は軽症で回復しますが、子
どもや高齢者は重症化することもあります。

◦予防方法
　最も重要な予防方法は手洗いです。外出後、食事前、調理・配膳
の際は十分に流水・石けんで手を洗ってください。また、貝類の内
臓を含んだ生食はノロウイルス感染の原因になることがあります。
乳幼児や高齢者は避ける方が無難です。

正しい手の洗い方
・爪は短く切っておきましょう
・時計や指輪は外しておきましょう手洗いの前に

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、
清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き
取って乾かします。

冬に流行する感染症に気を付けましょう！

　今年度がん検診を受診していない方に、高知県全域を対象とした広域がん検診を次の
日程で実施します。広域がん検診は、高知市のほか須崎市、土佐市、南国市、四万十町、
宿毛市、室戸市で実施します。ご都合に合わせて日程、受診会場を決めてお申し込みく
ださい。※要事前申込

健康維新の志士
けん  しんたろう君【対象となる方】

【実施日】

【申込・問い合わせ】

肺がん検診・胃がん検診・大腸がん検診：40歳以上男女
乳がん検診：40歳以上女性　　　
子宮頸がん検診：20歳以上女性

左の年齢の方のうち、平成28年4月1日
以降がん検診を受診していない方
乳がん・子宮頸がん検診は、平成27年4
月1日以降受診していない方

※受付時間：9：00～10：30（予定）
※実施日ごとに、会場や健診内容が異なります。詳細は、高知県総合保健協会に問い合わせいただくか、高知

県健康対策課のホームページ（http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/130401）でご確認ください。
〇高知市（保健センターほか）　※高知市実施分のみ記載しています。

１月／18（水）、19（木）、20（金）、27（金）、28（土）、30（月）、31（火）
２月／１（水） 、９（木）、10（金）、14（火）、15（水）、16（木）、17（金）、21（火）、22（水）、24（金）、25（土）、27（月）
３月／２（木）、４（土）、５（日）、６（月）、７（火）

　高知県総合保健協会（☎８３１－４３５１）で平日 8：30～17：00
　（12月23日～1月4日を除く。）電話受付中。（各会場定員に達した時点で申込を締め切ります。）
※通常の集団検診と申込先が異なりますのでご注意ください。

まだまだ間に合う！がん検診　今年度がん検診を受けていない皆さんへ
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消防団員募集中

消防団の役割（地域防災力の向上）

訓練や出動は？

消防団ってどんな活動をするの？

団員の身分や待遇は？

入団の方法は？

　大規模な災害が発生した場合、同時に各地で被害
が発生するため、消防署・警察署・行政はすべてに対
応することができません。そのため、地域のことは
地域で解決する地域防災力の向上が必要となります。
　東日本大震災では、住民の避難誘導、水門閉鎖、
消火、救助、傷病者搬送、行方不明者捜索、瓦礫撤
去、避難所運営支援、夜間警戒など、災害発生初期
から長期にわたり、地域住民のために重要な役割を
果たしてきました。
　町でも、平成26年度の台風12・11号災害では全
団員を招集し、水防警戒、舟艇による人命救助、道
路障害物除去、避難誘導、被災状況報告など、各地
域で非常に大きな役割を果たしました。
　今後も地元の状況などを熟知している消防団は、
地域防災力の核として大きな力を発揮することが期
待されます。

　例えば伊野方面隊での訓練は、月一回の定時通信
と資機材点検、春と秋の演習、５月の水難救助訓練
が主な訓練内容となります。そのほかにも年末警戒
や町民祭の警備活動もあります。
　また操法大会のある年については、出場する各分
団・部での操法訓練があります。
　火災、大雨による水防活動、水難事故、行方不明
者の捜索の際に、出動要請があります。

　火災現場への出動をはじめその主な活動を紹介し
ます。

■災害活動
　消防団活動の中でも最も重要なものです。
　火災現場での消火活動、水害時の水防活動などに
出動し、災害現場の第一線で消防署の消防士と協力
して災害の防除にあたります。
　また災害時の避難誘導、行方不明者の捜索・救助、
水難救助活動などにも出動します。

■予防活動
　災害を未然に防ぐことも重要な活動です。
　年末特別警戒による地域の火災予防、町民祭での
警防活動も行っています。

■訓練・教育活動
　出動時に迅速かつ適切な活動を行うためには、団
員一人ひとりの消防技術のレベルアップが必要です。
　消防団では、各種消防演習や水難救助訓練、防災
訓練、自主防災組織訓練など、年数回の訓練を行っ
ています。
　また、新入団員には、消防学校で消防団員として
必要な知識や技術の習得をしていただきます。
　そして地域の自主防災組織の訓練へも積極的に参
加しています。

■啓発・広報活動
　火災を起さないために、地域住民の防火意識の高
揚を図ることも大切です。地域の保育園や幼稚園の
園児との防火パレードなど、地域行事への参加を通
じ防火意識の啓発に努めています。
　また警察署と協力して、水難事故防止ＰＲ活動も
実施しています。

　消防団員の身分は、非常勤の特別職地方公務員と
なります。費用弁償として、８時間を一回の出務と
して、一回5,000円支給され、年度末に、階級に応
じて年報酬も支給されます。
　また公務中の災害についても手厚い補償があり、
退団される際には、勤務年数に応じて退職報奨金も
支給されます。そのほかにも互助会制度や福祉共済
制度も充実しています。

　入団申込、消防団活動に対する問い合わせは、地
域の各分団又は仁淀消防署消防団係（☎893-3221）
までご連絡ください。
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　阪神・淡路大震災では、死亡やケガの原因の約８割が家具などの転倒落下や家屋の倒壊によるものでした。
　町では、南海トラフ地震に備え、地震に強い安全な住まいづくりを目指すために、次の事業を実施していま
す。
　また、町では平成28年度から耐震診断の無料化と耐震設計・改修事業、ブロック塀等対策推進補助事業につ
いて、補助金額を増額しました。耐震設計・改修事業については、段階的耐震化補助及び代理受領制度を整備
しています。南海トラフ地震での被害を軽減するためにも、積極的な「揺れ対策」をお願いします。

1 木造住宅耐震診断

1 対象となる住宅
町内に所在し、昭和56年５月31日以前に建築された木造住宅（一戸建て、長屋、
併用住宅及び共同住宅で貸家を含み、主たる生活の場となる建物）

2 対象とならない住宅
特殊構造・特殊構法のもの（プレハブ、ツーバイフォー、丸太組工法、鉄骨などを
含む混構造の住宅）

3
診断を受ける
ことができる方

町内に居住し、対象となる住宅の所有者でいの町税などを滞納していない者

4 診断方法
申込者の住宅へ診断士が訪問し、申込者の立ち会いのもと、間取りの確認・床下や
天井裏の点検口（開口部）から内部を直接見て調べます。なお、壁を壊したり、天
井をめくるような調査は行いません。

5 診断費用 無料

6 申込期間 申込件数が定数に達するまで、随時受け付けします。

7 注意事項

①耐震診断のため派遣する診断士は、高知県が行う「木造住宅耐震診断士養成講
　習」を受講し県へ登録されている者です。
②耐震診断は、住宅の耐震診断のみを行うものです。その後の耐震補強工事を義
　務付けるものではありません。
③耐震診断は、大規模な地震に対して、住宅がどの程度の安全性があるかを判定
　するものであり、地震によって倒壊しないことを保証するものではありません。

2 木造住宅耐震設計・改修

1 要件

①町が実施した木造住宅耐震診断の上部構造評点が１.０未満であるもの
②耐震改修工事後の上部構造評点が１.０以上となるもの
③「高知県木造住宅耐震診断士」として高知県に登録されている事業者が、耐震改

修設計については登録設計事務所が実施し、耐震改修については登録工務店が実
施するもの

④本年度中に事業が完了するもの
⑤申請者は対象となる住宅の所有者で、いの町税を滞納していない者

2 補助金額
〇耐震改修設計費・・・設計費用の３分の２最高20万5千円
〇耐震改修工事費・・・最高92万5千円

3 非木造住宅の耐震診断・設計・改修
　この補助金は、非木造住宅の耐震診断・改修を行った、町内在住の方に対する補助金です。
　耐震診断を実施したことに対して3万円、耐震設計に20万5千円、耐震改修工事に92万5千
円を上限に補助があります。着手前に申請が必要となります。詳細はお問い合わせください。

▪総務課　☎８９３－１１１３
	 ▪吾北総合支所住民福祉課　☎８６７－２３００

	 ▪本川総合支所住民福祉課　☎８６９－２１１２
申込・問い合わせ

南海トラフ地震に備える事業について
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4 ブロック塀の耐震対策補助
　ブロック塀の倒壊被害（倒壊したブロックの下敷きになる・避難や消火活動の阻害など）の防止、又は軽減
することを目的とした補助事業です。

1 補助対象者
①ブロック塀を所有する者（所有者と親子関係にある者など町長が認めた者を含

む。）
②いの町税などを滞納していない者

2
補助の対象となる
ブロック塀など

道路、通路に面したコンクリートブロック塀などのうち、点検表に一つでも不適合
のあるものが補助の対象となります。鉄筋が入っているかそうでないかで使用する
点検表が異なります。なお、建築基準法第42条第2項に規定する道路の中心から2
メートル以内にあるブロック塀は、前面道路の中心線から2メートル後退して改修
してください。

3 補助対象経費
補助対象のコンクリートブロック塀を、登録工務店又は建設業者に依頼して、撤去
又は倒壊時の被害が少ないフェンスや生け垣への改修を行うための経費が、補助の
対象となります。

4 補助金額
定額（補助限度額）20万5千円、補助対象経費が20万5千円に満たない場合は、そ
の額となります。また、補助金の額に千円未満の端数が生じた場合は切り捨てにな
ります。

5 老朽住宅除却事業
　現在、全国的に空き家が増加傾向にあり、安全面や景観面などにおいて、大きな問題となっています。老朽
化が著しい建物で、周囲に危険性がある住宅などの除却に対する補助事業です。

1 補助対象者
①いの町内にある老朽住宅の所有者であること。ただし、当該所有者と親子関係に
　ある者など町長が認めたものを含む。
②いの町税などを滞納していない者

2 補助対象建築物

①いの町地域防災計画に位置付けられた緊急輸送道路又は避難路の沿道に位置する
老朽化した木造住宅など

②別表第１に規定する基準で100点以上の評定があるもの　　　　　　　　　
※別表第１については、担当課までお問い合わせください。

3 補助金額 除却工事費に10分の8を乗じて得た額とし、その限度額は164万5千円とする。

6 家具転倒防止
　自分で家具の転倒防止対策のできない世帯に対して、取付金具代はご負担していただき、委託業者に取付作
業を依頼します。

1 事業の流れ
申請書の提出
　→取付可否の判断 → 決定通知書の送付 → 委託業者の現地確認 → 取付作業 
　→ 事業完了

2 補助対象者 全世帯

3 固定箇所数 一世帯につき5か所まで

4 その他注意事項

①取付金具代は自己負担となります。
②家具の柱、壁などの補強は行いません。
③借家などの場合、家屋の所有者又は管理者の承諾が必要となります。
④設置後、必ず転倒しないことを保証するものではありません。
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◆	問い合わせ	◆　　総務課　　☎ 893－1113

1	採用予定職種、採用予定人員及び主な勤務先
採用予定職種 採用予定人員 主な勤務先

① 土木 ２名 本庁又は総合支所
② 児童福祉専門員
　 （児童福祉に関する相談などへの対応業務など） １名 本庁（教育委員会）

③ 理学療法士・作業療法士 ２名

仁淀病院など
④ 看護師 ４名

⑤ 介護員 １名

⑥ 薬剤師　※随時募集 １名

2	受験資格
試験区分 受　　　験　　　資　　　格

① 土木 昭和62年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた人

② 児童福祉
　 専門員

昭和52年4月2日以降に生まれた人で、児童福祉法第13条第3項各号に該当する児童
福祉司の任用資格を有する人もしくは保育士又は保健師の資格を有する人
（平成28年度国家試験合格見込みの人を含む。）

③ 理学療法士・
　 作業療法士

昭和52年4月2日以降に生まれた人で、理学療法士又は作業療法士のいずれかの資
格を有する人
（平成28年度国家試験合格見込みの人を含む。）

④ 看護師 看護師の資格を有する人
（平成28年度国家試験合格見込みの人を含む。）

⑤ 介護員 
昭和62年4月2日以降に生まれた人で、2級ヘルパー以上の認定を受けている人又は
2級ヘルパーと同等かそれ以上の資格（介護福祉士など）を有する人
（平成29年3月31日までに認定を受ける又は資格を取得する見込みの人を含む。）

⑥ 薬剤師
薬剤師の資格を有する人
（平成28年度国家試験合格見込みの人を含む。）
※随時募集していますので、お問い合わせください。

注）上記の受験資格を有する人であっても、次のいずれかに該当する人は受験できません。 
　　　・成年被後見人及び被保佐人(禁治産又は準禁治産の宣告を受けた者を含む。）
　　　・禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人 
　　　・いの町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から2年を経過しない人 
　　　・日本国憲法施行の日（昭和22年5月3日）以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力

で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

3	受験手続
（１）申込書の入手方法
　　　12月22日（木）から、いの町役場総務課、吾北総合支所住民福祉課、本川総合支所住民福祉課、枝川出張

所、八田出張所、すこやかセンター伊野又は仁淀病院で配布を受けるか町の公式ホームページからダウン
ロードしてください。

（２）申込の方法
　　　総務課へ持参又は郵送

（３）受付期間
　　　１月４日（水）～１月24日（火）
　　　※土、日、祝日を除き、８：30～17：15までの間受け付けます。
　　　　郵送による申込も１月25日（水）必着です。

いの町職員採用試験案内平成28年度
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4	試験日、試験科目
試　験　日 試　験　区　分　及　び　種　目

平成29年２月５日（日）

① 土木 適性検査、専門試験

② 児童福祉専門員 適性検査、教養試験

③ 理学療法士・作業療法士 専門試験

④ 看護師 適正検査、専門試験

⑤ 介護員 適正検査、専門試験

①～⑤ の全職種 作文、個別又はグループによる面接
　　※⑥薬剤師については、随時募集していますので、お問い合わせください。
　　※試験の開始時間、場所などについては、申込者に別途お知らせします。

5	採用予定日
　　　平成29年４月１日（欠員の状況により平成28年度中の採用となる場合があります。また、資格取得見込

の方は、資格免許取得後に正式採用となる場合があります。）

第2次いの町教育振興
基本計画（案）への

意見を募集しています

　第2次いの町教育振興基本計画（案）を作成しま

したので、町民の皆さんからのご意見を次のと

おり募集します。

▪意見募集案件：いの町教育振興基本計画（案）

▪意見募集期間：１月17日（火）まで募集中

▪資料の閲覧方法：本庁・枝川出張所・八田出

張所・天王コミュニティセンター・吾北総合

支所・本川総合支所の６か所で公開。町公式

ホームページ（http://www.town.ino.kochi.jp/）

にも掲載します。

▪意見の提出方法：次のいずれかで提出してく

ださい。閲覧場所に設置している「意見書」

に記入し投函箱に投函、郵送、電子メール

▪問い合わせ：教育委員会事務局　☎ 893-1922

　高知県司法書士会では、2月の1か月間を「相

続登記はお済みですか月間」と定め、次のとお

り無料法律相談会を実施します。相続登記をは

じめとして、遺言、遺産分割協議など相続に関

する相談に応じ、適切なアドバイスを行います。

▪日時：２月４日（土）10：00～15：00

▪場所：いの町…伊野公民館

　　　　高知市…ちより街テラス

　　　　　　　　長浜ふれあいセンター

　　　　　　　　土佐山公民館

　　　　土佐町…土佐町農村環境改善センター

　　　　土佐市…土佐市立中央公民館　など

▪予約：不要

▪問い合わせ：高知県司法書士会　☎ 825-3143

無料法律
相談会開催
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ニ
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ニ
ュ
ー
ス　

最
優
秀
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

　

青
少
年
育
成
高
知
県
民
会
議
実

施
事
業
「
家
族
の
日
、
地
域
の

絆
」
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
部
門
小
学

生
の
部
に
お
い
て
、
枝
川
小
学
校

６
年
生
の
殿
川
紗
弥
（
と
の
か
わ 

さ
み
や
）
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
受
賞
標
語

「
町
じ
ゅ
う
に　

笑
顔
の
か
け
橋

　

あ
い
さ
つ
で
」

ニ
ュ
ー
ス　

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
優
勝

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

い
の
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

の
伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
が
、
10

月
22
、
23
日
に
日
高
総
合
運
動
公

園
及
び
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
さ
か
わ

で
開
催
さ
れ
た
高
知
県
サ
ッ
カ
ー

協
会
主
催
の
第
11
回
ワ
ダ
杯
わ
ん

ぱ
く
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
優
勝

し
ま
し
た
。

　

小
学
３
年
生
以
下
の
高
知
県
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
チ
ー
ム
を
決
め
る
本

大
会
に
は
県
内
38
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
は
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
、
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。（
伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ

で
は
、
随
時
入
団
生
を
募
集
中
。

３
か
月
無
料
体
験
あ
り
。
連
絡
先

／
川
澤　

☎
０
９
０-

２
７
８
１-

４
６
８
５
）

【
出
場
メ
ン
バ
ー
】

前
列
右
か
ら
、

　

宮
𦚰
理
斗
、
濵
田
暖
大
、

　

溝
渕
翔
、
山
岡
泰
士
、

　

田
村
昴
、
山
岡
可
歩

後
列
右
か
ら
、

　

日
向
夏
基
、
濵
田
旺
治
郎
、

　

森
田
陵
斗
、
田
村
悠
人
、

　

増
田
丈
浩
、
市
川
凌
多

ニ
ュ
ー
ス　

～「
土
佐
料
理　
司　
鮎
を

育
む
森
」交
流
活
動
～　

　
（
株
）加
寿
翁
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
町
が
締
結
し
て
い
る
協
働
の

森
づ
く
り
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協

定
に
基
づ
き
、
10
月
24
日
、
成
山

地
区
に
あ
る
「
土
佐
料
理　

司　

鮎
を
育
む
森
」
に
お
い
て
、（
株
）

加
寿
翁
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
関

係
者
の
皆
さ
ん
、
高
知
中
央
森
林

組
合
、
高
知
県
及
び
町
の
職
員
が

参
加
し
て
交
流
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
初
に
、
高
知
中
央
森
林
組
合

の
指
導
に
よ
り
、
ヒ
ノ
キ
林
の
間

伐
を
行
い
ま
し
た
。
使
い
慣
れ
な

い
ノ
コ
ギ
リ
で
の
作
業
で
し
た
が
、

交
代
し
な
が
ら
二
本
の
木
を
伐
り

倒
し
ま
し
た
。
間
近
で
木
が
倒
れ

て
い
く
様
子
は
、
と
て
も
迫
力
が

あ
り
、
自
然
に
拍
手
と
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
伐
っ
た
木
を
利
用

し
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
丸
太
切
り

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
大
き
な
音
に
最
初
は
と
ま

ど
っ
た
様
子
で
し
た
が
、
皆
さ
ん

上
手
に
輪
切
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
土
佐
和
紙

工
芸
村
へ
移
動
し
、
紙
漉
と
カ

ヌ
ー
体
験
を
し
ま
し
た
。
紙
漉
で

は
、
花
な
ど
を
散
ら
し
た
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ガ
キ
を
作

成
し
、
カ
ヌ
ー
体
験
で
は
、
仁
淀

ブ
ル
ー
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

い
の
町
の
森
林
と
清
流
仁
淀
川

を
満
喫
し
て
い
た
だ
い
た
、
素
敵

な
秋
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス　

～「
ド
コ
モ
四
国  

土
佐
・
い
の  

元
気
の
森
」の
森
づ
く
り
活
動
～

　

11
月
12
日
、（
株
）ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ

四
国
高
知
支
店
と
町
が
締
結
し
て

い
る
「
ド
コ
モ
四
国　

土
佐
・
い

の　

元
気
の
森
」
実
施
に
係
る
協

定
に
基
づ
き
、
波
川
地
区
の
町
有

林
に
お
い
て
、（
株
）ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ

四
国
高
知
支
店
の
関
係
者
の
皆
さ

ん
約
30
名
が
参
加
し
て
森
づ
く
り

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
知
中

央
森
林
組
合
に
よ
る
間
伐
作
業
を

見
学
し
た
後
、
間
伐
材
の
玉
切
り

体
験
、
遊
歩
道
の
整
備
、
林
道
の

側
溝
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

玉
切
り
体
験
で
は
、
手
鋸
に
よ

り
、
玉
切
っ
た
材
の
木
口
を
薄
く

円
盤
状
に
切
り
落
と
し
、
皆
さ
ん

に
記
念
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
遊
歩
道
整
備
や
林
道
の

側
溝
の
清
掃
で
は
、
た
く
さ
ん
の

落
ち
葉
や
土
な
ど
を
取
り
除
き
ま

し
た
。

ニ
ュ
ー
ス　

吾
北
地
区
自
主
防
災
会
連
合

会
視
察
研
修　

　

10
月
23
日
に
、
吾
北
地
区
の
自

主
防
災
会
の
代
表
者
な
ど
40
名
が

参
加
す
る
視
察
研
修
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
土
佐
町
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
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で
、
中
土
佐
町
の
防
災
対
策
に
関

す
る
講
演
の
後
、
萩
原
地
区
自
主

防
災
会
の
池
田
副
会
長
と
自
主
防

災
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

沿
岸
部
で
は
津
波
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に

避
難
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
日
中

は
元
よ
り
、
夜
間
に
も
避
難
訓
練

を
実
施
す
る
な
ど
、
自
主
防
災
会

と
行
政
が
連
携
し
て
様
々
な
取
組

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
５
月
に
完
成
し
た
久

礼
大
正
町
市
場
近
く
の
津
波
避
難

タ
ワ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
、
津
波
到
達
時
間
ま
で
に

安
全
な
場
所
に
避
難
で
き
な
い
地

域
の
人
々
や
観
光
客
な
ど
約
４
０

０
人
の
避
難
者
を
収
容
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
水
や
食
料
、
簡
易

ト
イ
レ
な
ど
も
備
蓄
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

中
山
間
地
域
は
、
海
や
川
か
ら

の
津
波
に
よ
る
被
害
は
想
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
研
修
を

通
じ
て
、
沿
岸
地
域
と
同
様
に
、

地
震
に
対
す
る
事
前
の
備
え
と
、

日
ご
ろ
か
ら
の
訓
練
の
実
施
が
大

切
で
あ
る
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス　

吾
北
地
区
防
災
訓
練
開
催

　

昨
年
度
か
ら
取
組
が
始
ま
っ
た
、

吾
北
中
学
校
、
追
手
前
高
校
吾
北

分
校
と
地
域
の
自
主
防
災
会
と
の

合
同
訓
練
が
、
11
月
８
日
に
吾
北

分
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
災
害
は
天
候
を
選
ば
な
い
」

と
の
考
え
の
も
と
、
雨
の
中
１
６

０
人
以
上
の
参
加
者
が
熱
心
に
訓

練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

骨
折
や
裂
傷
な
ど
の
応
急
処
置
、

竹
や
毛
布
な
ど
身
近
な
物
を
使
っ

た
簡
易
な
担
架
の
作
成
方
法
な
ど
、

災
害
時
に
実
際
に
役
立
つ
知
識
や

技
術
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
炊
き
出
し
訓
練
で
は
、

自
主
防
災
会
や
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
の
方
々
の
指
導
の
も
と
、

生
徒
た
ち
が
協
力
し
て
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
や
汁
物
の
調
理
を
行
い
、
参

加
者
全
員
で
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
吾
北
中
学

校
と
吾
北
分
校
の
生
徒
会
も
参
加

し
て
、
訓
練
の
計
画
を
作
成
し
ま

し
た
。
次
回
以
降
も
生
徒
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

地
域
と
の
交
流
が
よ
り
一
層
深
ま

る
よ
う
な
訓
練
を
目
指
し
て
取
組

が
続
け
ら
れ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス　

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中

の
行
事
に
つ
い
て　

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
秋

の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
各
地

で
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
火

災
予
防
を
訴
え
る
た
め
、
町
内
の

各
幼
稚
園
保
育
園
で
防
火
パ
レ
ー

ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス　

伊
野
方
面
隊
秋
季
演
習
を
実
施

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

11
月
13
日
、
い
の
町
消
防
団
伊
野

方
面
隊
の
秋
季
演
習
が
高
知
県
消

防
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
普
通

救
命
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
普
通

救
命
講
習
は
３
年
に
一
度
の
受
講

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
今

回
３
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
、
総
勢

88
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
で
は
、
仁
淀
消
防
署
員
指

導
の
も
と
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
扱
方
法
、
搬
送
法
な
ど
、

救
命
措
置
や
応
急
手
当
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
団
員
は
、
今
回
の
講

習
を
通
じ
て
救
命
措
置
や
応
急
手

当
の
重
要
性
を
再
認
識
で
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

仁
淀
消
防
組
合
で
は
、
毎
月
第

２
日
曜
日
９
時
か
ら
定
期
普
通
救

命
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
消
防
署

救
急
係
（
☎
８
９
３-

３
２
２
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
月
の
消
防
団
行
事
予
定

１
月
8
日（
日
）

　

消
防
出
初
式

　

（
高
知
県
消
防
学
校
）

１
月
22
日（
日
）

　

初
午
祈
願
祭

１
月
26
日（
木
）

　

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練

　

（
八
代
神
社
、
山
中
家
住
宅
、

新
郷
土
館
）
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い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

　

町
で
は
「
い
の
町
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ご
自
分
で
気
象
情
報
、

防
災
情
報
、
不
審
者
情
報
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
と
い
っ
た
情
報
種
別
と
、

配
信
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
で
受
信
す
る
も
の

で
す
。

（
情
報
種
別
）

①
防
災
情
報

　

避
難
勧
告
、
火
災
予
防
運
動
、

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ
な
ど

　

※
火
災
発
生
場
所
な
ど
、
火
事

に
関
す
る
情
報
は
配
信
し
ま

せ
ん
。

②
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

町
民
祭
、
氷
室
祭
り
な
ど
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
中
止
に
関
す
る

情
報

③
行
政
情
報

　

交
通
安
全
運
動
、
大
規
模
な
断

水
、
行
方
不
明
者
な
ど
の
全
般

的
情
報

④
防
犯
情
報

　

不
審
者
情
報
、
振
り
込
め
詐
欺

情
報
な
ど
防
犯
に
関
す
る
情
報

⑤
教
育
情
報　

　

町
内
公
立
保
幼
小
中
に
お
け
る

台
風
や
大
雨
、
流
行
性
疾
病
な

ど
に
よ
る
臨
時
休
園
・
休
校
・

休
会
情
報
な
ど

⑥
気
象
情
報

　

気
象
に
関
す
る
注
意
報
、
警
報
、

地
震
情
報
な
ど

▼
配
信
エ
リ
ア

　

情
報
種
別
に
よ
り
、
異
な
り
ま

す
が
、
基
本
的
に
、
旧
三
町
村
や

小
学
校
区
単
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
登
録
方
法

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

「ino@
entry.m

ail-dpt.jp

」

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
か
、
次

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

↓

　

い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

（
本
登
録
サ
イ
ト
）
の
案
内
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

（
※
配
信
元
ア
ド
レ
ス
は
、

info@
tow

n.ino.kochi.jp 

で
す
。

迷
惑
メ
ー
ル
防
止
な
ど
を
し
て

い
る
方
は
、
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。）

　
　
　
　

↓

　

本
登
録
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
配
信
情
報
、
配
信
エ
リ
ア
を

選
択
し
、
登
録
し
ま
す
。

（
※
30
分
以
内
に
登
録
を
終
了
し

て
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
　

↓

　

登
録
完
了
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
。（
完
了
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

☎
８
９
３-

１
１
１
３

お
知
ら
せ

要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控

除
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
準
日

（
前
年
の
12
月
31
日
）
に
お
い
て
、

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要
介

護
１
か
ら
５
）
を
受
け
ら
れ
た
65

歳
以
上
で
、
一
定
の
基
準
に
該
当

す
る
方
は
、
住
民
税
・
所
得
税
の

所
得
申
告
の
際
に
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
ほ

け
ん
福
祉
課
で
発
行
す
る
認
定
書

の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
ほ
け

ん
福
祉
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
認
定
書
は
認
定
後
、

後
日
郵
送
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

☎
８
９
３-

３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
４

お
知
ら
せ

申
告
の
際
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
で
す

　

平
成
29
年
度
町
県
民
税
申
告
か

ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
申
告
者
本
人
だ

け
で
は
な
く
、
控
除
対
象
配
偶

者
・
扶
養
親
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

も
記
載
が
必
要
で
す
の
で
、
申
告

さ
れ
る
前
に
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

及
び
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を

さ
れ
て
い
な
い
方
や
紛
失
さ
れ
た

方
は
、
町
民
課
又
は
各
総
合
支
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
添
付
書
類
に
つ
い
て

　

申
告
者
本
人
に
つ
い
て
は
次
の

①
と
②
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず

つ
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
点
で

両
方
を
兼
用
で
き
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る

も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
住
民
票

②
身
分
を
確
認
で
き
る
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
運
転
免
許
証

・
保
険
証

・
障
害
者
手
帳　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

☎
８
９
３-

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　

☎
８
６
９-

２
１
１
２

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

☎
０
１
２
０-

９
５-

０
１
７
８

平
日
／
９
時
30
分
～
20
時

土
、
日
、
祝
日
／
９
時
30
分
～

17
時
30
分

お
知
ら
せ

申
告
書
・
届
出
書
な
ど
の
郵
送

提
出
に
お
け
る
事
業
所
個
別
郵

便
番
号
の
使
用
に
つ
い
て

　

伊
野
税
務
署
で
は
、
申
告
書
の

入
力
処
理
や
納
税
者
の
皆
さ
ん
へ

の
お
尋
ね
文
書
の
発
送
な
ど
の
内

部
事
務
な
ど
を
、
高
知
税
務
署
内

に
設
置
す
る
内
部
事
務
集
中
処
理

担
当
部
署
で
集
中
的
に
処
理
す
る

「
内
部
事
務
な
ど
の
集
中
化
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
持
込
又
は
郵
送
に
よ
り

ＱＲコード
（登録用）
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お
知
ら
せ

提
出
さ
れ
る
申
告
書
や
届
出
書
な

ど
の
書
類
は
、
伊
野
税
務
署
に
お

い
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
１

月
１
日
以
降
、
郵
送
に
よ
り
提
出

さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
宛
先
で
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

伊
野
税
務
署☎

８
９
３-

１
１
２
１

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
な
ど
の
申
請
期
限
は
１
月

31
日（
火
）で
す

　

消
費
税
増
税
に
伴
い
、
所
得
が

少
な
い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
ま
た
「
一
億
総
活
躍
社

会
」
の
実
現
に
向
け
、
賃
金
引
上

げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の

少
な
い
年
金
受
給
者
の
方
へ
の
支

援
の
た
め
、
臨
時
的
な
措
置
と
し

て
「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
」
及
び
「
障
害
・
遺
族
年
金
受

給
者
向
け
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
町
で
は
申
請
の

受
付
を
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
に
は
、
９
月
中
旬
に
申
請
書

な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請

期
限
は
、
１
月
31
日（
火
）で
す
。

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
請
期
限
ま
で
に
お
忘
れ
な
く
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
書
に
不
備
が
あ
る

場
合
は
不
備
の
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す
。
不
備
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

不
備
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た

ら
、
内
容
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
で
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
や
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

☎
８
９
３-

３
８
１
８

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

　

給
付
金
に
絡
む
詐
欺
被
害
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
給
付
金
事
業

の
実
施
に
際
し
、

●
町
職
員
か
ら
電
話
に
よ
る
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。

●
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
給
付

金
を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数

料
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
な

ど
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
又
は
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

平
成
29
・
30
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請（
指
名
願
）の

受
付
を
行
い
ま
す

　

平
成
29
・
30
年
度
（
町
内
建
設

業
者
は
平
成
29
年
度
の
み
）
に
町

が
実
施
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
の

購
入（
製
造
）、
役
務
の
提
供
等
の

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

1
月
16
日（
月
）～

　
　

2
月
28
日（
火
）

　

持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
宅
配
便
に
よ

る
場
合
は
2
月
28
日（
火
）必
着
と

し
ま
す
。

▼
有
効
期
間

　

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

31
年
3
月
31
日
の
２
年
間
。
た
だ

し
、
建
設
工
事
に
か
か
る
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
う
ち
町
内
に

主
た
る
営
業
所
を
有
す
る
建
設
業

者
つ
い
て
は
平
成
29
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日
の
１
年

間
。

※
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.tow

n.ino.kochi.jp/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

管
財
契
約
課

　
　

☎
８
９
３-

１
１
１
４

お
知
ら
せ

ス
プ
レ
ー
缶
、カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

ボ
ン
ベ
の
廃
棄
方
法
に
つ
い
て

　

最
近
、
不
燃
ご
み
収
集
中
に
収

集
車
内
で
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ

が
原
因
と
思
わ
れ
る
爆
発
事
故
が

あ
り
ま
し
た
。

　

中
身
が
残
っ
た
ま
ま
の
ス
プ

レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ

を
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
ま
す
と
、

ご
み
収
集
車
へ
の
積
み
込
み
作
業

中
や
ご
み
処
理
施
設
で
の
作
業
中

に
爆
発
・
炎
上
す
る
こ
と
が
あ
り
、

大
変
危
険
で
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

ボ
ン
ベ
は
必
ず
使
い
切
り
、
周
囲

に
火
の
気
の
な
い
風
通
し
の
よ
い

場
所
で
穴
を
開
け
、
不
燃
ご
み
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

　
　
　
　

☎
８
９
３-

１
１
６
０

〒
７
８
０-

８
６
６
８

高
知
税
務
署
内　

伊
野
税
務
署

集
中
処
理
担
当　

行

※
住
所
の
記
載
必
要
無
し

不燃ごみ
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お
知
ら
せ

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
つ
い
て

▼
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
水
道
が
凍
結
し
水
道
管

破
裂
な
ど
の
事
故
が
多
く
な
り
ま

す
。
特
に
水
道
管
が
次
の
よ
う
な

場
所
に
あ
る
場
合
は
、
防
寒
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
場
所

○
北
向
き
の
寒
い
場
所

○
日
照
時
間
の
短
い
場
所

○
風
当
た
り
の
強
い
場
所

▼
水
道
管
の
凍
結
防
止
方
法

　

水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
部
分
や
蛇
口
部
分
は
破
裂
し

や
す
い
の
で
、
上
部
ま
で
完
全
に

保
温
材
を
巻
き
付
け
、
保
温
材
が

濡
れ
な
い
よ
う
に
、
上
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

保
温
材
は
市
販
の
物
も
あ
り
ま
す

が
、
身
近
な
物
と
し
て
毛
布
や
布

で
代
用
で
き
ま
す
。

▼
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
自
然
に
解

凍
す
る
の
を
待
つ
か
、
タ
オ
ル
や

布
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か

ら
「
ぬ
る
ま
湯
」
を
ゆ
っ
く
り
と

か
け
て
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
場
合
は
、

蛇
口
を
必
ず
閉
め
て
自
然
に
溶
け

る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
破
裂
し
た
ら

　

水
道
メ
ー
タ
ー
手
前
の
止
水
栓

を
締
め
て
応
急
処
置
を
し
、
い
の

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

（
い
の
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
つ
い
て
は
上
下
水
道
課
水

道
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
以
降
の
水
道
施

設
の
修
理
に
か
か
る
費
用
は
、
所

有
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課☎

８
９
３-
１
９
２
０

　

吾
北
総
合
支
所
建
設
課　

☎
８
６
７-

２
３
１
５

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

☎
８
６
９-

２
１
１
５

　
お
知
ら
せ

国
民
年
金
だ
よ
り

▼
国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
現
金
納
付
よ
り

も
割
引
額
が
大
き
い
6
か
月
前

納
・
1
年
前
納
・
2
年
前
納
や
、

月
々
50
円
割
引
と
な
る
早
割
制
度

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

納
付
書
又
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
上
、

ご
希
望
の
金
融
機
関
又
は
最
寄
り

の
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま

す
。

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
は
、
新
た

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
も

2
年
前
納
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ま
す
ま
す
便
利
な
納
付
方

法
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
有
効
期
限
を
迎
え
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
場
合
、
更

新
時
に
改
め
て
手
続
き
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ご
希
望

の
方
又
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
を
迎
え
る
方
は
、
最
寄

り
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
電
子
納
付（
Ｐ
ａ
ｙ-
ｅ
ａ
ｓ
ｙ
）

の
利
用

　

Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
な
ら
、
自

宅
や
外
出
先
か
ら
、
夜
間
や
休
日

で
も
、
納
付
が
で
き
ま
す
。

　

納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
収
納
機
関
番
号
」、「
納
付
番

号
」、「
確
認
番
号
」
を
Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
画
面

に
入
力
す
る
だ
け
で
納
付
が
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
複
数

の
銀
行
に
対
応
し
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
西
年
金
事
務
所

☎
８
７
５-

１
７
１
７

お
知
ら
せ

仁
淀
消
防
防
火
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成

　

仁
淀
消
防
組
合
で
は
、

管
内（
い
の
町
・
日
高

村
）
の
小
学
校
４
年
生

か
ら
、
防
火
図
画
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数

の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
秀
作
ぞ
ろ

い
で
し
た
が
、
優
秀
作

品
12
点
、
優
良
作
品
24

点
が
選
ば
れ
、
優
秀
入

賞
者
の
作
品
を
使
用
し

て
、
平
成
29
年
の
防
火

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し

ま
し
た
。
管
内
の
学
校

･
病
院･
事
業
所
な
ど
に

掲
示
し
ま
す
の
で
、
火

災
予
防
の
啓
発
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

【
優
秀
賞
】

い
の
町

有
吉
盛
一
郎
さ
ん
、
中
島
優
芽
さ

ん
、
柏
原
美
羽
さ
ん
、
保
木
流
碧

さ
ん
、
大
川
ち
ひ
ろ
さ
ん
、
上
田

希
々
佳
さ
ん
、
竹
倉
み
お
さ
ん
、

上
﨑
万
寛
さ
ん
、
川
村
守
世
さ
ん
、

山
本
庵
仁
さ
ん

日
高
村

岡
林
咲
樹
さ
ん
、
葊
井
和
心
さ
ん

　

な
お
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
役

場
本
庁
、
支
所
な
ど
に
置
か
せ
て

も
ら
い
ま
す
の
で
、
数
に
限
り
は

あ
り
ま
す
が
、
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
。
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お
知
ら
せ

募
　
　
集

お
　
　
礼

催
し・イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

睡
眠
に
つ
い
て
の
講
演
会（
元

気“
イ
キ
イ
キ
”ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座（
公
開
講
座
））開
催

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も

が
取
る
睡
眠
に
つ
い
て
の
講
演
を

開
催
し
ま
す
。
通
常
の
人
は
、
人

生
の
３
分
の
１
を
睡
眠
に
費
や
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
町

内
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
年
齢･

性
別
関
係
な
く
参
加
で
き
ま
す
の

で
多
く
の
方
の
受
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時

　

１
月
27
日（
金
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分
ご
ろ

▼
場
所

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

　

大
会
議
室

▼
内
容

　

睡
眠
に
つ
い
て

　

「
早
ね
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん

　

３
つ
の
お
得
」

▼
講
師　

　

高
知
大
学
教
育
学
部
教
授

　
　

原
田
哲
夫
氏

▼
参
加
料

　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

☎
８
９
３-

３
８
１
０

講
座
・
教
室

「
い
や
っ
し
～
土
佐
」
教
室

の
ご
案
内

◇
参
加
資
格

　

医
師
な
ど
か
ら
運
動
の
中
止
又

は
制
限
を
受
け
て
い
な
い
18
歳
以

上
の
方

　

講
師
や
、
各
教
室
開
催
期
間
中

の
祝
日
・
休
館
日
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ヨ
ガ
＆
コ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
】

　

（
10
時
30
分
～
11
時
30
分
）

▼
定
員　

15
名

▼
開
催
期
間

　

２
月
３
日
～
３
月
31
日

　

（
毎
週
金
曜
日
／
全
９
回
）

【
ズ
ン
バ
教
室
】

　

（
10
時
～
11
時
）

▼
定
員　

15
名

▼
開
催
期
間

　

２
月
４
日
～
３
月
25
日

　

（
毎
週
土
曜
日
／
全
７
回
）

【
美
ュ
ー
テ
ィBody W

ave

】

　

（
11
時
15
分
～
12
時
）

▼
定
員　

25
名

▼
開
催
期
間

　

２
月
４
日
～
３
月
25
日

　

（
毎
週
土
曜
日
／
全
７
回
）

【
大
人
の
水
泳
教
室
】

　

（
10
時
30
分
～
11
時
30
分
）

▼
定
員　

各
コ
ー
ス
30
名

▼
開
催
期
間

・
毎
週
火
曜
日
コ
ー
ス（
全
７
回
）

　

２
月
７
日
～
３
月
28
日

・
毎
週
金
曜
日
コ
ー
ス（
全
９
回
）

　

２
月
３
日
～
３
月
31
日

　

各
教
室
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
る
１
回
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

い
や
っ
し
～
土
佐

☎
８
５
２-

７
６
１
８

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

ソ
ー
レ
ま
つ
り
２
０
１
７　
ソ
ー

レ
で
つ
な
ぐ
地
域
の
き
ず
な
～
ど

ん
な
と
き
も
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
～

　

ソ
ウ
ル
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
の
山

口
香
さ
ん
記
念
講
演
会
や
、
日
ご

ろ
ソ
ー
レ
で
活
動
し
て
い
る
利
用

団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
活
動
発
表

な
ど
、
入
場
料
無
料
の
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
６

か
月
か
ら
就
学
前
児
童
ま
で
の
予

約
制
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り

ま
す
。

▼
日
時

　

１
月
28
日（
土
）～
29
日（
日
）

　

９
時
30
分
～
16
時

▼
内
容　

　

活
動
発
表
会
、
バ
ザ
ー
、
企

画
・
展
示

※
日
に
よ
っ
て
内
容
が
変
わ
り
ま

す
。

山
口
香
さ
ん
記
念
講
演
会

▼
日
時

　

１
月
29
日（
日
）

　

14
時 

～
15
時
30
分

　

（
13
時
30
分
開
場
）

▼
定
員　

２
５
０
名

▼
申
込

　

電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

受
付
中
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ソ
ー
レ
」

☎
８
７
３-

９
１
０
０

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

第
36
回
吾
北
駅
伝
大
会

▼
日
時　

　

２
月
12
日（
日
）

　

８
時
30
分
～
13
時

▼
集
合
場
所

　

す
ぱ
ー
く
吾
北
（
小
川
高
岩
）

▼
コ	

ー	

ス　

　

清
水
土
居
～
下
八
川
漉
地
の
国

道▼
参
加
料
（
１
チ
ー
ム
）

　

町
内
チ
ー
ム
／
５
０
０
円

　

町
外
チ
ー
ム
／
２
，０
０
０
円

▼
部
門
・
区
間
数
・
距
離
な
ど

・
小
学
生
の
部
（
15
組
）

　

※
保
護
者
の
許
可
を
受
け
た
者

　

５
区
間　

11
・
３
㎞

・
一
般
男
子
の
部
（
15
組
）

　

※
中
学
生
以
上

　

５
区
間　

16
・
５
㎞

・
一
般
女
子
の
部
（
５
組
）

　

※
中
学
生
以
上

　

５
区
間　

11
・
３
㎞

・
壮
年
の
部
（
５
組
）

　

※
40
歳
以
上（
男
女
混
合
で
の
女

性
の
年
齢
制
限
は
35
歳
以
上
）

　
　

５
区
間　

11
・
３
㎞

▼
参
加
資
格

　

各
区
間
を
完
走
で
き
る
者
５
名

で
一
つ
の
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
こ

と▼
表
彰

①
優
勝
チ
ー
ム
に
は
優
勝
カ
ッ
プ

を
授
与
し
ま
す
。

②
第
３
位
ま
で
の
チ
ー
ム
に
は
表

彰
状
と
メ
ダ
ル
を
授
与
し
ま
す
。

③
部
門
ご
と
の
区
間
第
１
位
の
者

に
は
区
間
賞
を
授
与
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　

1
月
13
日（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

☎
８
９
３-

１
９
２
２

　

吾
北
教
育
事
務
所

☎
８
６
７-

２
１
３
３

　

本
川
教
育
事
務
所

☎
８
６
９-

２
３
３
１
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講
座
・
教
室

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

お
　
　
礼

募
　
　
集

募
集町

営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
募
集
住
宅

①
内
野
団
地
南
棟

②
リ
バ
ー
サ
イ
ド
津
賀
才

▼
概
要

①
内
野
団
地
南
棟

　

（
い
の
町
２
３
０
１
番
地
）

　

平
成
14
年
度
建
設
鉄
筋
４
階
建

て
／
募
集
住
戸
は
２
Ｄ
Ｋ
・
２
戸

（
各
２
階
）

②
リ
バ
ー
サ
イ
ド
津
賀
才

　

（
小
川
東
津
賀
才
２
３
８-

１
）

　

平
成
９
年
度
建
設
鉄
筋
５
階
建

て
／
募
集
住
戸
は
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
２

戸
（
３
階
と
５
階
）

※
②
は
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
で
あ

り
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

こ
と
が
入
居
条
件
と
な
り
ま
す
。

▼
入
居
資
格　

　

現
在
、
地
方
税
な
ど
を
滞
納
さ

れ
て
い
な
い
方
で
、
申
込
時
に
配

布
す
る
手
引
き
な
ど
の
入
居
資
格

に
該
当
す
る
方

▼
申
込
書
配
布
及
び
受
付
期
間

　

１
月
10
日（
火
）～
20
日（
金
）

※
た
だ
し
、
土
、
日
、
祝
日
を
除

く
。

　

期
間
内
に
申
込
が
な
い
住
宅
は

随
時
受
付
と
な
り
ま
す
。

▼
随
時
受
付
住
宅

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

管
財
契
約
課☎

８
９
３-

１
１
１
４

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

募
集「シ

ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
い
の
」

入
居
者
募
集　
　

▼
概
要

　

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
い
の

　

（
い
の
町
６
０
３
２
番
地
３
）

　

募
集
戸
数
は
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
２
人

室
）・
１
戸

▼
入
居
資
格

  

現
在
、
い
の
町
に
住
所
を
有
す

る
65
歳
以
上
の
虚
弱
な
高
齢
者
で

あ
り
、
夫
婦
な
ど
の
二
人
世
帯
で
、

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

（
夫
婦
な
ど
の
ど
ち
ら
か
一
方
が

65
歳
以
上
で
虚
弱
で
あ
る
場
合
を

含
む
。）

▼
入
居
の
時
期

　

２
月
中
旬

▼
そ
の
他

　

入
居
が
決
定
し
た
際
に
は
、
収

入
申
告
及
び
県
内
に
居
住
す
る
連

帯
保
証
人
２
人
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

▼
使
用
料

　

入
居
者
の
収
入
に
よ
り
、
４
，

８
０
０
円
～
２
４
，０
０
０
円

▼
申
込
書
配
布
及
び
受
付
期
間

　

１
月
５
日（
木
）～
31
日（
火
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
、
日
、
祝
日
を
除

く
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

☎
８
９
３-

３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

募
集放送

大
学　
平
成
29
年
度
第

１
学
期
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
・

教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
、
働
き
な
が
ら

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。　

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験

は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て

入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し

て
、
１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒

業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ

ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月

28
日
、
第
２
回
が
３
月
20
日
ま
で

で
、
資
料
を
無
料
で
差
し
あ
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
高

知
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
４
３-

４
８
６
４
）
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
礼発動

発
電
機
・
投
光
器

寄
贈
の
お
礼

　

日
本
道
路
建
設
業
協
会
四
国
支

部
様
よ
り
、
道
の
駅
の
防
災
化
計

画
の
支
援
と
し
て
、
道
の
駅
６
３

３
美
の
里
に
発
動
発
電
機
と
投
光

器
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

道
の
駅
が
災
害
発
生
時
の
復
旧

等
の
活
動
拠
点
と
な
る
よ
う
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

吾
北
総
合
支
所
産
業
課

人権擁護委員の連絡先
氏　名 住　　所 電話番号

杉本　寛子  いの町6466－5 ☎ 892－2513
井上　　晃  　〃　加田599 ☎ 892－1154
藤木　栄子  　〃　天王南9丁目12－2 ☎ 891－6684
金子　　覺  　〃　枝川826－1 ☎ 893－2135
坂本　美加  　〃　波川2128－3 ☎ 892－4899
髙橋美智子  　〃　上八川甲1920 ☎ 867－2426
山本　周児  　〃　戸中81－5 ☎ 873－5422

人権擁護委員無料相談のご案内
地区 今月の相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 1月18日㈬ 13：30～16：30 すこやかセンター伊野１階
小会議室

吾北 1月10日㈫ 10：00～15：00 吾北山村開発センター

法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）

高知地方法務局人権擁護課 ☎ 822－3503
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「
当
季
雑
詠
」

 

刈
谷　

志
津 

選

特
選

大
根
を
持
っ
て
帰
れ
と
浩
太
の
声

 

植
田　

紀
子

（
評
）10
月
、い
の
流
水
俳
壇
の
元
選
者
で
指
導
者
で
も

あ
っ
た
間
浩
一
郎（
浩
太
）さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
。何
事

に
も
熱
心
で
特
に
俳
句
、短
歌
と
幅
広
く
活
躍
さ
れ
、た

く
さ
ん
の
秀
句
を
残
さ
れ
た
。ま
た
旬
の
野
菜
作
り
も
得

意
で
、揚
句
の
よ
う
に
大
根
を
土
産
に
も
ら
っ
た
と
き
の

穏
や
か
で
優
し
い
浩
太
さ
ん
の
声
が
今
で
も
耳
の
奥
深
く

残
っ
て
い
る
こ
と
を
追
悼
句
と
し
て
詠
ん
だ
。葬
儀
に
出
席

し
た
私
も
折
か
ら
の
秋
雨
に「
晩
秋
の
雨
添
う
久と

遠わ

の
別

れ
か
な
」の
一
句
を
捧
げ
た
。露
の
世
の
久
遠
の
別
れ
の
悲

し
さ
切
な
さ
が
胸
に
沁し

む
。謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、心

か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ひ
と
と
き
の
叢
雲
分
か
つ
十
三
夜

 

國
田　

貞
子

（
評
）十
三
夜
と
は
旧
暦
９
月
13
日
の
夜
、「
後の

ち

の
月
」と
も

呼
ば
れ
、今
年
は
10
月
13
日
で
あ
っ
た
。「
月
に
叢む

ら

雲く
も

」の
こ

と
わ
ざ
ど
お
り
今
年
も
雲
で
月
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。

し
か
し
作
者
は
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
空
を
見
上
げ
て
い

る
と
、「
ひ
と
と
き
」ほ
ん
の
少
し
の
間
、叢
雲
を
か
き
分
け

十
三
夜
の
月
が
顔
を
出
し
た
。ま
る
で
昔
の
恋
人
に
で
も

逢
っ
た
か
の
よ
う
に
、懐
か
し
さ
と
う
れ
し
さ
い
っ
ぱ
い
の

十
三
夜
で
あ
っ
た
。

杖
引
き
て
小
鳥
の
声
を
補
聴
器
に

 

片
岡　

包
女

（
評
）老
年
の
証
の
一
つ
に
難
聴
が
あ
る
。し
か
し
現
在
で
は

優
れ
た
補
聴
器
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。高
齢
の
作
者
は
杖

を
引
き
、補
聴
器
を
付
け
、日
課
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
山
里

の
散
歩
道
を
歩
い
て
い
る
と
山
か
ら
澄
ん
だ
小
鳥
の
声
を

補
聴
器
が
キ
ャ
ッ
チ
し
た
。「
あ
あ
小
鳥
の
声
が
聞
こ
え
る
」

そ
の
感
動
を
一
句
に
し
た
た
め
た
。場
景
が
よ
く
見
え
、杖

と
立
つ
作
者
も
見
え
て
く
る
。

入
選

天
高
し
術
後
の
妻
の
安
堵
顔

 

岡
村　

嘉
夫

（
評
）心
配
し
た
妻
の
手
術
も
無
事
に
済
み
、愛
妻
の
ほ
っ

と
し
た
安
心
の
笑
顔「
天
高
し
」の
措そ

辞じ

で
、う
れ
し
さ
が

一
段
と
ア
ッ
プ
し
た
。

追
い
抜
か
れ
ゆ
く
た
の
し
さ
も
花
野
か
な

	

東
谷　

晴
男

（
評
）秋
草
の
色
と
り
ど
り
に
咲
き
乱
れ
た
花
野
を
ゆ
っ
く

り
歩
い
て
い
る
と
、後
か
ら
若
者
た
ち
が
追
い
越
し
て
い
く
。

そ
れ
も
ま
た
花
野
故
の
楽
し
さ
。

子
等
の
こ
と
過
ぎ
し
日
の
こ
と
柚
湯
か
な

 

川
村　

博
子

（
評
）柚
湯
に
入
り
静
か
に
目
を
閉
じ
て
遠
く
離
れ
住
む
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
、過
去
の
様
々
な
出
来
事
な
ど
思
い
は

つ
き
な
い
。ゆ
と
り
の
柚
湯
は
至
福
の
一
時
で
あ
る
。

二
句
抄

柿
の
葉
は
三
原
色
で
散
に
け
り 

大
川　

節
弥

晩
秋
や
友
の
影
な
き
同
窓
会

人
生
の
晴
れ
の
ち
曇
り
秋
の
空	

竹
崎
た
か
ひ
ろ

毛
筆
の
掠
れ
る
冬
の
色
紙
か
な

魚
跳
ん
で
い
る
川
の
面
の
冬
の
月	

島
村
か
り
ん

つ
ゆ
草
や
渚
の
よ
う
な
朝
の
空

数
珠
玉
に
願
い
を
込
め
て
つ
な
ぎ
け
り	

小
野
川
町
子

さ
り
気
な
く
過
ご
す
一
と
日
の
菊
香
る

秋
晴
れ
に
背
中
押
さ
れ
て
山
散
歩	
森
岡　

照
月

宇
治
川
に
陣
取
合
戦
鴨
来
た
る

の
ぼ
り
詰
め
足
の
震
え
や
秋
時
雨	

田
蔦
て
い
子

た
わ
む
れ
の
靴
あ
と
消
し
て
落
葉
掃
く

野
菜
畑
夜
露
の
か
か
り
生
き
生
き
と	

平
野　

洋
子

秋
風
に
身
を
委
ね
つ
つ
野
辺
散
歩

い
の
流
水
俳
壇

次
題
「
当
季
雑
詠
」 　
　

締
切
／
毎
月
1
日

投
句
先　

教
育
委
員
会
事
務
局

い
の
町
１
７
０
０-

１　

  

☎
８
９
３-

１
９
２
２

◆ＤＶ電話相談のご案内◆  ＤＶは、配偶者や恋人に対する体や心への暴力のことです。

相談先
高知県女性相談支援センター

（配偶者暴力相談支援センター）
こうち男女共同参画センター

「ソーレ」
警  　  察

対　象 ＤＶ被害に苦しんでいる方（男女不問） 女性、男性 DV・ストーカーに関する相談

電話番号
相談時間

など

☎ ８３３−０７８３

平日 9：00～22：00
土・日・祝日 9：00～20：00
（年末年始を除く。）

女性向け　☎ ８７３−９５５５
　　　　　毎日　9：00～17：00

　（※第2水曜日・祝日・年末年始を除く。）

男性向け（予約制）　☎ ８７３−９１００
第1・3火曜日、第4水曜日　18：00～20：00

お近くの警察署又は
県警本部県民支援相談課
（＃9110 又は ☎ ８２３−９１１０）

夜間・休日は、当直員対応
緊急の場合は、110番へ

あ
り
が
と
う
　
み
ん
な
う
れ
し
く
　
な
る
言
葉

伊
野
小　

４
年　

岡
田　
　

花

【
評
】小
学
４
年
生
の
素
晴
ら
し
い
川
柳
一句
に
お
ど
ろ
く
。

「
あ
り
が
と
う
」と
言
わ
れ
て
怒
る
人
は
い
な
い
。こ
ん
な

小
さ
な
こ
と
に
心
を
止
め
て
川
柳
に
詠
ん
だ
小
学
４
年

生
、本
当
に
あ
り
が
と
う
。

だ
れ
と
で
も
　
仲
良
く
な
ろ
う
　
や
さ
し
さ
で

枝
川
小　

５
年　

西
村　

華
愛

【
評
】人
そ
れ
ぞ
れ
に
持
っ
て
い
る
優
し
さ
、思
い
や
り
の

心
、素
敵
で
す
。大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、み
ん
な
と

仲
良
く
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。今
月
の
１
句
目
２
句
目
と
も

に
優
し
さ
と
思
い
や
り
を
大
人
が
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

算
数
は
　
一
つ
一
つ
が
　
階
段
だ

　
　
　
　
　

枝
川
小　

３
年　

深
瀬　

心
美

山
あ
れ
ば
　
心
も
体
も
　
や
わ
ら
ぐ
よ

枝
川
小　

５
年　

大
野　

裕
暉

こ
っ
そ
り
と
　
ひ
み
つ
を
は
な
せ
る
　
友
だ
ち
に

川
内
小　

４
年　

市
川　

あ
い

友
だ
ち
は
　
い
つ
に
な
っ
て
も
　
友
だ
ち
だ

伊
野
小　

３
年　

濵
田　

晴
輝

お
こ
ら
れ
て
　
せ
い
ち
ょ
う
す
る
ぞ
　
ぼ
く
た
ち
は

枝
川
小　

３
年　

西
本　

海
慎

せ
き
が
え
は
　
ど
き
ど
き
す
る
け
ど
　
た
の
し
い
よ

枝
川
小　

２
年　

泉　
　

奏
蘭

秋
に
な
り
　
葉
っ
ぱ
が
チ
ラ
チ
ラ
　
ふ
っ
て
く
る

川
内
小　

４
年　

竹
倉　

み
お

お
か
あ
さ
ん
　
だ
い
す
き
す
ぎ
て
　
な
き
そ
う
だ

枝
川
小　

３
年　

西
村　
　

蓮

「
こ
ど
も
川
柳
」
は
町
内
全
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
次
回
提
出
締
め
切

り
は
１
月
10
日（
火
）で
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
応
募
は
各
小
学
校
を

通
じ
て
お
願
い
し
ま
す
。）

※
選
評
は
、
川
柳
漣
会
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。 今

月
の
こ
ど
も
川
柳
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伊
野
幼
稚
園 

◆ 

こ
ど
も
園
教
育
研
究
会

　

11
月
７
日
、
伊
野
幼
稚
園
に
て
平
成
28

年
度
高
知
県
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

教
育
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
『
幼

児
理
解
を
も
と
に
し
て
、
幼
児
期
に
ふ
さ

わ
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
の

構
成
や
教
師
の
か
か
わ
り
が
必
要
か
』
～

友
達
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
～
を
研
究

主
題
に
公
開
保
育
・
研
究
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
高
知
県
幼
保
支
援
課
・
教
育
セ

ン
タ
ー
・
県
内
国
公
立
幼
稚
園
の
教
諭
・

い
の
町
教
育
委
員
会
・
伊
野
小
学
校
教

諭
・
町
内
の
保
育
士
が
参
加
し
、
子
ど
も

の
育
ち
を
捉
え
な
が
ら
今
大
事
に
し
た
い

こ
と
や
経
験
さ
せ
た
い
こ
と
な
ど
の
協
議

を
深
め
、
職
員
に
と
っ
て
大
き
な
学
び
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
野
幼
稚
園
は
、
昨
年
木
造
建
築
に

建
て
替
え
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
木
の

ぬ
く
も
り
と
香
り
に
包
ま
れ
、
日
々
活

発
に
過
ご

し
て
い
ま

す
。
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル

や
鬼
ご
っ

こ
な
ど
思

い
き
り
体

を
動
か
し

た
り
、
自

分
た
ち
が

拾
っ
て
き

た
ど
ん
ぐ
り
な
ど
秋
の
自
然
物
を
使
っ
て

思
い
思
い
に
ど
ん
ぐ
り
コ
ー
ス
タ
ー
や
ご

馳
走
・
飾
り
な
ど
を
作
っ
て
遊
ん
だ
り
、

赤
土
山
で
は
土
団
子
作
り
を
し
た
り
、
異

年
齢
の
か
か
わ
り
も
も
ち
な
が
ら
様
々
な

経
験
を
重
ね
成
長
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

研
究
大
会
で
の
学
び
を
明
日
の
保
育
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
、
今
後
も
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
育
ち
を
支
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆ 

自
分
た
ち
で
作
っ
た
畑
で
お
芋
掘

り
を
し
た
よ
！

　

５
月
、
庭
の
隅
に
盛
り
土
と
土
留
め
を

し
て
畑
を
作
り
、
芋
の
つ
る
を
植
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
で
「
大
き
く

な
ー
れ
」
と
水
や
り
を
し
て
育
て
て
き
ま

し
た
。
先
日
、
そ
の
土
留
め
を
外
し
て
見

て
み
る
と
、
土
の
中
に
芋
が
な
っ
て
い
る

様
子
が
見
え
て
、「
お
芋
が
あ
っ
た
ー
」

と
大
喜
び
。
み
ん
な
で
作
っ
た
大
事
な
お

芋
、
早
く
食
べ
た
い
な
ー
。

枝
川
小
学
校

◆ 

地
域
と
連
携
し
た
学
習
が
進
ん
で

い
ま
す

　

全
校
や
学
年
ご
と
に
、
地
域
の
方
々
に

た
く
さ
ん
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
枝

川
小
な
ら
で
は
の
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

○
敬
老
会

　

９
月
の
敬

老
会
で
は
高

齢
者
と
の
交

流
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今

年
も
エ
イ
サ

ー
・
ソ
ー
ラ

ン
の
踊
り
や

出
し
物
を
披

露
し
た
り
、

作
文
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

○
６
年
生
半
日
先
生

　

６
年
生
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と

し
て
、
枝
川
保
育
園
、
幼
稚
園
児
と
交

流
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
年

長
児
と
一
緒

に
枝
川
小
学

校
プ
ー
ル
で

体
験
学
習
を
、

10
月
に
は
両

園
に
出
か
け

半
日
先
生
を

実
施
し
ま
し

た
。
半
日
先

生
の
事
前
準

備
で
は
、
保
育
園
の
先
生
に
お
習
い
し
た

後
、
自
分
た
ち
で
チ
ー
ム
を
編
成
、
訪
問

内
容
を
決
め
準
備
や
練
習
を
行
い
、
園
児

た
ち
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

○
４
年
生
ミ
ニ
デ
ィ

　

４
年
生
は
、
11
月
に
、
地
域
の
高
齢
者

の
方
を
お
招
き
し
て
、
ミ
ニ
デ
イ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
、

絵
手
紙
、
盆

踊
り
、
あ
や

と
り
、
食
事

の
交
流
、
昔

遊
び
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

高
齢
者
か
ら

た
く
さ
ん
の

お
話
を
聞
か

せ
て
も
ら
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
技
を
習

い
、
と
て
も
有
意
義
な
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。伊

野
南
中
学
校 

◆ 

稲
刈
り 

　

４
月
に
植

え
た
稲
が
立

派
に
育
ち
、

小
学
生
と
一

緒
に
収
穫
を

迎
え
ま
し
た
。

収
穫
し
た
お

米
は
、
地
域

の
お
祭
り
や

学校通信
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運
動
会
な
ど
で
販
売
し
、
生
徒
会
活
動
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

◆ 
運
動
会

　

雨
の
た
め
、
一
部
競
技
を
９
月
27
日
に

実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま

し
た
が
、
今

年
も
『
獅
子

奮
迅
』
の
テ

ー
マ
に
負
け

な
い
熱
気
と

団
結
で
、
大

き
く
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

◆ 

３
年
販
売
実
習

《
ほ
ん
も
の
体
験
》

　

３
年
生
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と

し
て
、
地
域
の
方
々
か
ら
農
産
物
な
ど

を
仕
入
れ
、
作
物
に
対
す
る
理
解
・
値
付

け
・
宣
伝
・
販
売
と
い
う
一
連
の
学
習
を

１
学
期
か
ら
行
い
ま
し
た
。
販
売
に
よ
る

利
益
は
地
域
へ
防
災
物
品
を
贈
る
た
め
に

使
い
ま
す
。

◆ 

文
化
発
表
会
・
総
合
学
習
発
表
会

　

『
奏
で
よ
う
み
ん
な
で
つ
く
る
ハ
ー
モ

ニ
ー
』
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
、
弁
論
大
会
、
吹
奏
楽
部
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、
保
護
者
・
地
域
の

方
々
と
共
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
総
合
学
習
発

表
会
も
同
日
開
催
し
、
各
学
年
が
学
習
で

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆ 

地
域
学
習

《
八
田
神
祭
体
験
学
習
》

　

１
・
２
年
生
が
八
田
神
祭
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
、
地
域
の
方
々
と
共
に
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
参
観
日
と

い
う
こ
と
で
、
保
護
者
の
方
に
も
見
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆ 

伊
野
南
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

伊
野
南
小
学
校
、
あ
い
の
保
育
園
、
八

田
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
、
自

分
た
ち
の
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
恒
例
行
事
と

し
て
、
毎
年
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に

も
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま

す
。

ゴミ拾い前のレクリエーション

伊野税務署からのお知らせ
■所得税及び復興特別所得税、贈与税の申告と納税
の期限は3月15日（水）、個人事業者の消費税及び地
方消費税の申告と納税の期限は3月31日（金）です

■税務署確定申告会場開設期間
　2月16日（木）～3月15日（水） 9：00～16：00
※2月16日（木）～2月28日（火）の間は、贈与税・譲

渡所得の担当職員が従事していませんので、記載
方法などに不明な点がある方は3月1日（水）～3月
15日（水）の間にお越しください。

■確定申告書にマイナンバーの記載が必要です
　マイナンバーの記載と、本人確認書類の提示又は
写し（郵送の場合）の添付が必要となります。
【本人確認書類とは】
　・マイナンバーカード　又は
　・通知カード＋運転免許証などの身元確認書類

■確定申告書等作成コーナーで申告書作成
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コー
ナー」では、画面の案内に従って該当項目を入力す
ることにより、所得税及び復興特別所得税、贈与税、
消費税及び地方消費税の申告書や青色申告決算書な

どが作成できます。作成した申告書は、直接電子申
告するかＡ4サイズの普通紙に印刷して郵送などで
税務署に提出できますので是非ご利用ください。
　 作 成 コ ー ナ ー の 操 作 に 関 す る 問 い 合 わ せ は
「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」（☎0570-
01-5901）にお願いします。

■振替納税をご利用ください
　振替納税は、金融機関の預貯金口座から納税額が
引き落とされる便利な制度です。ご利用にあたって
は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」
を各申告期限までに提出してください。
　振替納付日
　　所得税及び復興特別所得税　4月20日（木）
　　消費税及び地方消費税　　　4月25日（火）

■電話による問い合わせ
　確定申告に関する一般的な相談については「確定
申告電話相談センター」（3月15日（水）まで）で平
日に承ります。伊野税務署（☎893-1121）にお電
話いただき、自動音声案内に従い「０」を選択して
ください。
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警察署からのお知らせ  土佐警察署　　  852ー0110
 いの警察庁舎　  893ー1234

110番通報の適切な利用を

高齢者の交通事故を防ごう
１　本県の高齢者交通死亡事故の発生状況
　昨年11月末現在における県下の交通事故死者39人
のうち、高齢死者は24人となっており、前年に比べて、
全事故死者が11人、高齢死者が7人増加しています。
　また、全事故死者に占める高齢死者の割合は61.5％
（全国ワースト16位）と高い割合で推移しており、高
齢者の交通死亡事故抑制が大きな課題となっています。
　亡くなられた高齢者24人を状態別に見ると、
　　歩行中・・・・・・・・・・・・ ９人（37.5％）
　　自動車（自動二輪を含む）運転中・・・ 10人（41.6％）
　　自動車同乗中・・・・・・・・・・ １人（・・4.1％）
　　自転車運転中・・・・・・・・・・ ４人（16.6％）
　となっており、特に、高齢歩行者の交通死亡事故は、
夜間や道路横断中での発生が多いことが特徴です。
２　高齢歩行者の皆さんへ
　歩行中、事故に遭わないようにするために次のポイ
ントに気を付けましょう。
○道路を横断するときは、近くの横断歩道や信号機が
ある場所を渡る

○信号は必ず守り、押しボタン信号があれば必ず押し
て青に変わるまで待つ
○道路横断前に、必ず左右の安全確認をし、横断中は
道路中央付近で再度左側の安全確認をする
○安全確認をした際に車が来ていれば、通り過ぎるま
で待つ
○夜間の外出はなるべく避け、明るい時間帯に外出を
する
○夜間外出する際は、明るい色の服を着て、反射材を
着用する

３　高齢ドライバーの皆さんへ
○通り慣れた道路でも十分安全確認をする
○体調のすぐれないときは、運転を控える
○シートベルトは、必ず着用する
○ハンドルを握ったら運転に集中する
○暗くなる前に早めのライト点灯と、ハイビームを効果
的に活用する
○運転に不安を感じたら、免許の返納も視野に家族や
警察に相談しましょう。

1 緊急の場合は110番
　1月10日（火）は「110番の日」です。
　110番は、事件や事故が発生した際に、県民の皆
さんと警察を結ぶホットラインであり、安全で安心
な日常生活に欠かすことのできないものです。
　皆さんからの通報が、早ければ早いほど事案解決
の度合いが高くなります。
2 110番のかけ方
　110番をかけるときは、まず落ち着いて
　「何があったのか？」、「どこであったのか？」、
　「いつあったのか？」、「犯人は？」、
　「今どうなっているのか？」、
　「あなたの住所・名前は？」
　など、警察官の質問に冷静にお答えください。
3 メールなどでの110番
　通信指令課では、110番電話のほか、ファックス
110番やメール110番を設置し、聴覚や言語機能に

障害のある方などのために、文書やメールによる
110番通報も受け付けています。

4 警察相談電話などの利用
　警察による緊急の対応を必要としない各種ご相談
やお問い合わせなどは
　「＃9110」
や土佐警察署（☎852-0110）、いの警察庁舎（☎
893-1234）をご利用ください。

平成28年11月分 いの町上水道水質検査結果
※町公式ホームページにも掲載しています。

南上水水系・公園町水系
単位 基準値 伊野南 伊野

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0
大腸菌 ー 検出されないこと 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 3.9・ 2.2・
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 ー 5.8以上8.6以下 6.9・ 7.4
味 ー 異常でないこと 異常なし 異常なし

臭　　気 ー 異常でないこと 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満

鎌田水系
単位 基準値 池ﾉ内地区 天神地区 枝川地区

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0 0
大腸菌 ー 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 2.5・ 2.5・ 2.5・
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 ー 5.8以上8.6以下 7.0 6.9・ 7.0・
味 ー 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし

臭　　気 ー 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満

法
令
外

鉛、化合物 mg/L 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
鉄、化合物 mg/L 0.3以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満
マンガン mg/L 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満

■ DLメール110番
（携帯電話・パソコンからも通報できます。）
（メールアドレス）http://780-dlmail110.jp/
○簡単な入力で、質問・応答を送受信できます。
■ FAX110番
（ファックスを利用して通報できます。）
　FAX 875-2110
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南っ子ミュニティでは学校と連携して、あるときは地域の皆さんが学校を、あるときは学校が地域を
応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。地域、学校がWIN＆WINの楽しい
活気のある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して 66
　明けましておめでとうございます。
　南っ子ミュニティも８年目を迎えました。小中学校でのコミュニティスクールも定着し、各ボラン
ティアや地域の皆さんのご協力により、子どもたちの学びや体験が一層充実したものになっています。
今年も皆さんのご協力をよろしくお願いします。

◎伊野南クリーン大作戦！
　11月9日に伊野南地区の保小中学校で、地域の方やボランティア
の方の協力のもと「伊野南クリーン大作戦」を行いました。合言葉
は「ゴミゼロ、ぴかぴか、伊野南!」。小学校から出発し、各地区ま
でごみを拾いながら行きました。各地域で集めたごみは、分別を行
い、最終11袋にもなりました。ご協力ありがとうございました。

◎「放課後体験教室」やっています！
　折り紙、ヨガ、将棋、護身術、マンガは飛び込みの参加も大歓迎です。
町内外どなたでも参加できますので、お気軽に足をお運びください。

●１月の体験教室（予定）　　　参加料　無料　（フラワーアレンジメントは要材料費）
開催日 時　間 教　室 講　師 場　所

1月11日（水） 15：00～16：00 折り紙 吉良　　文 北舎・図工室
1月12日（木） 15：15～16：00 ダンス 坂本万貴子 北舎・コミュニティR
1月15日（日） 9：30～12：00 フラワーアレンジメント 岡本　雅子 ログハウス
1月18日（水） 15：00～16：30 マンガ 宮部　由佳 北舎・コミュニティR
1月25日（水） 15：00～16：30 ヨ　ガ 味元季代恵 北舎・コミュニティR
1月26日（木） 15：15～16：00 将　棋 森本　健二 中舎・図書室
1月26日（木） 15：15～16：00 ダンス 坂本万貴子 北舎・コミュニティR
1月29日（日） 9：30～11：30 護身術 山田　卓彦 体育館

※日程については変更などがある場合もありますので、最新の情報は伊野南小学校ＨＰ（http://www.kochinet.
ed.jp/inominami-e/）をご覧いただくか、伊野南小学校 ☎ ８９２-１１２１ までお問い合わせください。

元気でいきいき
暮らしたい～の
ほけん福祉課 ☎893－3810

体・口・脳の健康を
  保つコツを手に入れよう！

No.33

　体操を中心とした町がおすすめする介護予防活動をご存じで
すか。地域の体操グループなどで、ご自分や地域を元気にする
活動にご協力くださる方を募集しています。
　３回コースの講座で一気にコツを手に入れましょう。すべて
受講した方には修了証書をお渡しします。1月25日（水）までに
お申し込みください。

～るんるん
　　若ガエル体操	

　応援サポーター

　　　　　養成講座
～

2月1日（水）
10：00～12：00

①体の健康を保つ
　高齢者の心身の状態
　「るんるん若ガエル体操」の体験

訪問看護ステーションおたすけまん
岡﨑　明美　理学療法士

2月9日（木）
10：00～11：30

②お口の健康を保つ
　あなたのお口の元気度を知ろう
　「健口体操あいうえお」の体験

野口　あき　地域歯科衛生士

2月14日（火）
10：00～11：30

③脳の健康を保つ
　「頭をもみほぐす活動」の体験
　今後の活動について

地域包括支援センター職員

■	申込・問い合わせ　ほけん福祉課（地域包括支援センター）☎８９３－０２３１

２年に１度の
チャンスです

開催
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仁淀病院から
のお知らせ 病棟のご紹介

いの町新町20－1
TEL（088）893－5161
■日帰り白内障手術
■ＯＣＴ（光干渉断層計）

院長　山　岡　昭　宏13:00
まで

東病棟 西病棟看護師長　麻田　裕子 看護師長　中嶋　　綾

　東病棟は、内科、外科、整形外科、耳鼻いんこう科が
あり、急性期治療が必要な患者さんを受け入れている
一般病棟です。普段、外来は受診などでだいたいどのよ
うな所かご存知の方も多いと思います。しかし、病棟は
ご家族や知人が入院するか、もしくはご自身が入院し
なければ、あまり知る機会は少ない所です。そこで今回
は、入院病棟での担当看護師の役割について紹介した
いと思います。
　まず、入院が決まると病棟への案内と、入院生活に
ついての説明や入院となった経緯についての話を聞か
せてもらいます。入院中の日課である検温、ケアや処置、
手術看護、病棟リハビリなどに対しては、それぞれに当
日の責任者がいます。また、患者さんに担当の主治医
がいるように、日々の担当とは別に「受け持ち看護師」
が、一人ひとりの患者さんを入院から退院まで担当しま
す。受け持ち看護師はケア提供計画を作成し、それに
基づいて患者さんの入院全般にわたり、一貫してケアへ
の責任を担っています。そして、ほかのスタッフと共に、
一日でも早い病状の回復を目指してチームでケアを提
供しています。
　最近は、認知症の患者さんの入院も少なくありませ
ん。病棟には認知症看護に必要な専門的な研修を修了
した職員が３名おり、その職員を中心として、少しでも
入院生活リズムを整え、身体疾患の治療を円滑に受け
られるように様々な取組をしています。
　入院中に気になることがありましたらその日の担当
をはじめ、誰にでも気軽に声をかけてください。入院生
活や退院、退院後のことは、受け持ち看護師を利用し
てもらうと良いと思います。
　私たちは、患者さんが満足されるように保健・福祉・
医療の連携と協働による地域包括ケアを積極的に推
進しています。目の前が病院利用者の住まう地域、生
活の場であることを自覚しながら患者さんの視点に立
ち、入院生活を支援していきたいと思っています。

　西病棟は、介護療養型医療施設です。要介護認定を
受け、病状が安定されていて、医学管理下での介護が
必要という方を対象に、食事・入浴・排せつなどの日常
生活上の介護だけでなく、医療的なケア、リハビリテー
ションなどのサービスを提供しています。病棟の食堂か
らは春に桜、夏には花火、夕方には夕日を眺めることが
できます。このような環境で、季節の節目を感じながら
レクリエーションを行い、職員と患者さんが一緒に過ご
す時間を大切にしています。
　高齢で食物を口から飲み込むことが難しくなってい
る患者さんには、STT（摂食嚥下療法チーム）の指導
のもと嚥下機能維持のための訓練を行い、口から食べ
る楽しみをできるだけ維持し、口の中の清潔を保ち肺
炎予防にも努めています。
　また、当病棟では人生の最終段階を安らかに過ごさ
れるように、ターミナルケア（患者さん、ご家族様の意
思を尊重した看取り）を取り入れ、痛み・苦痛の緩和に
努めています。意思を伝えることができない患者さんも
いらっしゃいますが、私たちは日々の観察のもと、ご面
会時には療養の様子をお伝えできるように、患者さん
とご家族の方とのつながりを大切にしています。そして、
安心して過ごしていただけるよう職員一同、日々努力し、
あらゆるケアに取り組んでいます。ご面会時には遠慮
なくお声をおかけください。
　入院のご相談、見学のお問い合わせは、病院１階の
「地域連携室」☎893-1551で承っています。
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1 月 ・ 2 月 の 催 し 物

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■販売コーナーは、入場無料です。
■購入日から１年間、何度でも入場で

きるお得な年間観覧券（1,500円）が
もっとお得になりました！詳細は紙の
博物館ホームページをご覧ください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
◆「2017・草流舎　素朴な干支
　と縄文のプシュケ」展
　1月9日（月）まで開催中
　往古より伝えられてきた素材の力

を借りて「昔を今にする」。郷土人
形など約550点を展示します。

　●絵付け体験（小学生以上対象）
　日　時：1月8日（日）13：00～15：00
　参加費：2,500円（別途入館料要）
　申込先：紙の博物館

◆トリエンナーレ展の歩み　企業
コレクション・歴代大賞作品展

　1月2日（月）～1月29日（日）
　第10回高知国際版画トリエンナー

レ展のプレイベントとして、企業コ
レクションとなっている準大賞・優
秀賞・佳作賞と歴代大賞作品を展
示します。

◆石鉢と山野草展
　1月13日（金）～1月22日（日）
　山野草保存会による展示会です。

山野草、カンアオイ、蘭科植物など

約150点を展示販売します。

◆手づくり紙芝居コンクール本選
　1月15日（日）12：00～16：00
　予選通過者による紙芝居の実演を

行います。子どもから高齢者まで楽
しめる紙芝居を是非お楽しみくだ
さい。

◆手づくり紙芝居コンクール
　優秀作品展
　1月18日（水）～1月29日（日）
　手づくり紙芝居コンクール（上位

入賞）の優秀作品を展示します。

◆イノビエンナーレ
　2月14日（火）～2月26日（日）
　第9回を迎えるいの美術展は今年

度から新たに「創造性を競う日常
的文化活動」を活動目的、活動方
針とし、アートを通してさらなる地
域活性化を目指します。

　●作品募集中
　　搬入日　2月4日、5日
　　出品方法など詳細は紙の博物

館ホームページをご覧ください。

紙の博物館特製カレンダー販売中
　いの町産楮１００％の手漉き土佐

和紙カレンダーができあがりまし
た。お電話での予約、発送も承っ
ています。

　サイズ　64㎝×47㎝
　価  格　６００円（税込）

　「３６５」野村 祥子（高知版画協会）

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

◇生活骨董・おひな様・リメーク服展
　１月13日（金）～１月１６日（月）
　松山市、ももたろうの展示会です。
　古き良き品を現代生活にお洒落

にディスプレイしていただきたいと、
生活骨董品、古民具、おひな様、
古布や着物のリメイク洋服など約
300点を展示販売します。

◇手織り作品展　－糸のぬくもりー
　１月19日（木）～１月22日（日）
　※10：00～17：00（最終日は16：00まで）
　いの町在住の村岡純子さんを中

心とした手織りグループの展示会
です。四季の草木で染めた糸で手
織りした作品、着尺や帯、スカー
フ、マフラー、手提げ、タペストリー
など合わせて約70点を展示します。
また同時開催として奥野秀子さ
んのはがき絵「おばあさんの歳時
記」を展示します。一部販売します。

◇第１０回　古布からの贈り物
　ほのぼの春まち展
　１月２４日（火）～１月３０日（月）
　佐川町、渡邉淳子さんの展示会です。
　手仕事のぬくもりを感じる古布ち

りめんで作った猫やうさぎ、ねず
みのお人形などのお細工物のほか、
花の一本飾り、輪飾り、巾着袋や
香袋、ハギレなど約250点を展示
販売します。

◇冬のほっこり手作りいろ・色展
　２月１日（水）～２月６日（月）
　南の風グループの展示会です。

ちょっとお洒落な普段着をテーマ
に冬の洋服、布小物類、アクセサ
リー、手づくり材料の着物など合
わせて約100点を展示販売します。

紙の博物館

 893-0886
●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 　　　　　（ただし、祝日は開館し翌日休館）
年末年始の休館日は12月27日（火）～1月
1日（日）、4日（水）です。
1月2日（月）、3日（火）は開館しています。

http://kamihaku.com/ 検索

版画トリエンナーレの歩み

第2回高知国際版画
トリエンナーレ展

　1993年に開かれた第２回展には3774点の作品が応募され、第１回展よりも770点の増加
と大きく数を伸ばしました。また、このとき入場者数は13,075人となりピークを迎えました。
　第２回展の大賞に輝いたのは、後に本展の審査員を務めるなどご尽力をいただいている、
小林敬生氏の作品でした。

会期：1993年3月13日～4月18日
入賞作品：16点
入選作品：173点

2017年1月2日（月）～29日（日）　いの町紙の博物館

第10回高知国際版画トリエンナーレ展プレイベント
トリエンナーレ展の歩み　企業コレクション・歴代大賞作品展

応募者総数：1,452人
応募作品総数：3,774点
応募国（地域）数：63

関連企画のお知らせ

蘇生の刻─白い朝・92 -12 ─
小林敬生

第2回
大賞

2017.10.7-12.3

主催：土佐和紙国際化実行委員会　問い合わせ：土佐和紙国際化実行委員会事務局（いの町紙の博物館内）

第10回展まで 

279日
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図書館だより 1 月 ホームページから蔵書検索ができます。「予約」は、
図書館カウンター又は便利なWeb予約でお申し
込みください。（Web予約利用の際は、事前に利
用者登録及びパスワード設定が必要です。）新しく入った本

【小説】
・クローバーナイト（辻村　深月　著 ／ 光文社）
・足利兄弟（岡田　秀文　著 ／ 双葉社）　
・四月になれば彼女は（川村　元気　著 ／ 文藝春秋）

・決戦！桶狭間（沖方　　丁　著ほか ／ 講談社）
・恋のゴンドラ（東野　圭吾　著 ／ 実業之日本社）
・我ら荒野の七重奏（加納　朋子　著 ／ 集英社）

・森の石と空飛ぶ船（岡田　　淳　著 ／ 偕成社） ・ハリーポッターと呪いの子　第一部・第二部（Ｊ・Ｋ・ローリング　著 ／ 静山社）

・銀婚式（三田　寛子　著 ／ 中央公論新社）
・笑って、泣いて、考えて。－永六輔の尽きない話－（永　　六輔　述　さだまさし　聴講生 ／ 小学館）
・発達障害の僕が輝ける場所をみつけられた理由（栗原　　類　著 ／ 角川書店）

・人間の煩悩（佐藤　愛子　著 ／ 幻冬舎）
・ただ生きていく、それだけで素晴らしい（五木　寛之　著 ／ PHP研究所）
・おばさんの金棒（室井　　滋　著 ／ 毎日新聞出版）

【児童】

【ノンフィクション・その他】

1月17日（火） 10：30～11：00
☆ 毎月第3火曜日 ☆

 Peek a boo 
～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～

【対象：０～３歳児・保護者】

【対象：幼児～小学生】

●図書館ホームページ（資料の検索・Web予約※ができます。）http://inolib.town.ino.kochi.jp/
　http://inolib.town.ino.kochi.jp/WebOpac/spopac/index.do（スマホサイト用）
　http://inolib.town.ino.kochi.jp/WebOpac/mobile/index.do（携帯サイト用）
　＊Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口でのパスワード申請が必要です。
　＊毎朝４：00～４：30の間、サーバメンテナンス作業のため、ホームページの閲覧・Ｗeb予約ができません。

・冬に読みたい小説　　　　・お正月の絵本
・「動物」と「人」の関係

今月のテーマ展示

◆ 図書館バス ◆
巡回地区及び主な停車場所
火曜日…吾北方面
　勝賀瀬郵便局・むささび温泉・吾北総合支所
　吾北中央公民館・水辺の駅あいの里　ほか
水曜日…天王方面
　紙の博物館・天王南２丁目公園・天王南３丁目集会所
　天王南７丁目集会所・天王コミュニティセンター
　天王北４丁目広場・池ノ内コミュニティセンター　ほか
木曜日…本川方面
　633美の里・本川遊漁センター・本川総合支所
　三瀬駐在所　ほか
※停車場所・時間帯などの詳細は、図書館まで
　お問い合わせください。

1月6日（金）　10：00～11：00
☆ 毎月第1金曜日 ☆

1月21日（土） 14：30～15：30

いの町立図書館・本館

いの町立図書館枝川分室
（枝川コミュニティセンター内）

住所…いの町元町41番地　☎ 850-4360　
開館時間…9：30～18：00
1月の休館日…月曜日・祝日
　　　　　　  館内整理日31日（火）

住所…いの町枝川2462番地　☎ 850-4350
開館時間…9：30～18：00
1月の休館日…月・水・金・日曜日・祝日

●いの町立図書館の本は、本館・枝川分室どちらでも
返却できます。

　また、高知県立図書館・高知市立市民図書館の本も、
返却できます。

【対象：読み聞かせボランティア】

◆ 1月4日（水）より通常開館 ◆

◆ 1月4日（水）より通常運行 ◆

◆ 1月5日（木）より通常開館 ◆

　絵本選びのお手伝いは随時受け付けています。年齢
に応じた絵本や季節・行事の絵本、読み聞かせの具体
的な方法など、どんなことでもお気軽に職員にご相談
ください。

　今年も、恒例の「かるた大会」を開催します。ひらがな
を覚え始めた方から、百人一首に挑戦できる本格派の方
まで、それぞれの部門で競います。日本のお正月遊びを
みんなで楽しみましょう。参加ご希望の方は、本館まで
お電話又は直接お申し込みください。たくさんのご参加
をお待ちしています。

 読み聞かせ勉強会 

蔵書点検による休館のお知らせ　2月6日（月）～2月10日（金）
上記の5日間、本館・枝川分室・図書館バスは休館します。ご不便をおかけしますが、ご了承ください。

くつしたのあなスペシャル!! 新春かるた大会
参 加 集募者



ぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせ
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訪問歯科診療のご案内
寝たきりなどの理由で通院できない方、認知症等で自分の歯みがきが不十分な方のため

に、自宅や施設でご希望に沿った歯科診療、口腔ケアを行っています。医療保険自己負担金

のみで交通費はいただいておりません。

いの町天王南2丁目1－1
（天王ニュータウンサンプラザ西隣） 891－6488 検索安光歯科

要予約  の行事は事前にお申し込みください。
詳細は、ぐりぐらつうしんをご覧ください。1月・2月初旬行事予定

★年始の開所日　1月４日（水）
★まさちゃんの読み聞かせ・ふれあい遊び
　1月13日（金）・2月10日（金）　10：30～11：00
★本との出会い推進事業員さんによる読み聞かせ
　1月16日（月）・20日（金）・2月6日（月）
　　　　　　　　　　　　　　  10：30～11：00
★小麦粉粘土を作ろう
　1月19日（木）　10：00～11：00
★おやこっこたいむ（育児相談）
　1月24日（火）　  9：30～11：30

★保護者会講演会「抱っことおんぶのおはなし会」
　1月26日（木）　10：00～11：00
　講師：ベビーウェアリングコンシェルジュ　松原香奈美 先生
★ホッとママ講座　手作り楽器コンサート
　1月31日（火）　10：00～11：00
★豆まき
　2月3日（金）　10：30～11：00
★子育て座談会　～気軽な健康や育児の相談～
　2月10日（金）　13：00～13：50
　講師：仁淀病院小児科　倉繁　迪 先生

　改修工事が終わり、中庭が広くなりました。冬休みや春休みに来所できるお友達にも楽しんでもらえます。また、
妊婦さんの憩いや交流の場『プレママほっとルーム』をご利用いただき、あかちゃんの誕生を心待ちにするうれし
さや喜びが、ひろばいっぱいに広がっています。

◆ いちごサークル活動 ◆
リトミック

◆ 絵本の読み聞かせ
＆手遊び ◆

◆ 消防署見学 ◆

マタニティ&０歳児親子のためのホッとタイム
毎週水曜日：13：30～15：00
※個別相談、母乳相談は要予約
１月  4日：マタニティヨガ・おやつ試食
　　11日：小児科医との座談会・個別相談
　　18日：講話＆ベビーマッサージ
　　25日：大人のための読み聞かせ
２月  1日：ベビー＆ママヨガ・おやつ試食
　　 ８日：小児科医との座談会・個別相談

プレママほっとルーム
～妊婦仲間や育児中のママに出会えるひろば～

開室日時：月～金曜日　9：30～15：00
☆毎週月曜日は特別メニュー　13：30～15：00
★第１月曜日は図書館司書も参加します。

　　産後ママとの情報交換、妊娠・育児何でも相談で
きます。ベビー用品づくり、本、DVD、あやし方、
わらべ唄、子守歌などの育児情報も満載！

要予約

要予約

＊どちらも予約不要

産まれてくる
赤ちゃんのために♡

開所時間
9:30 ～ 15:00

ぐりぐらひろばのHP

なないろはぁと
～うみとつきとあかちゃんと～

いの町の妊婦さんへ
なないろはぁと受講者を対象に、
母子手帳交付時の「なないろ
はぁとご招待＆プレゼント」券と
交換でオーガニック素材の
ベビーケットをお渡し
しています。

申込・問い合わせ ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　☎ 892-3151
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申 込 方 法

持参する物

生涯学習係窓口へ直接又はお電話で！　いの町1700-1　教育委員会事務局
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　8：30～17：15　  893－1922
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名・※相談内容］

筆記用具・講座に応じて
（使用している機器：スマホ・タブレット・パソコン・電源・マウスなど）

パソコン教室のご案内　２月開催予定講座

（医）慶誠会

いの町新町86　　TEL 088－892－0296

院長　高岡和子

禁煙治療も行っています
日曜、祝日、木曜と土曜の午後休診

診 察 医 師

診療時間 月 火 水 木 金 土

○ ○ ☆ ☆ ○ ○

○ ○ ○ ○

午前
9:00～12:30

午後
2:00～6:00

○高岡誠人、高岡和子
☆高岡和子

高岡内科

 パソコン
　やってみん!?

パソコン・スマホ・タブレット個別相談室

インターネット活用

Windows操作・印刷からワード・エクセル活用・
アクセス基礎・デジカメ・LANネットワーク基礎・イ
ンターネットとメール・etcの相談室です。スマート
フォン・タブレットについては、WiFi接続や基本操
作などです。

（C言語やVBAなどの言語関係・CAD（図面ソ
フト）は除く。）そのほかの内容については、予約の
ときに相談内容をお願いします。

初めてインターネットに挑戦してみようとされる方か
ら便利なページを紹介し活用方法まで行います。

2 月
予 定 表

2月分締切日：1月25日（水）17：00
主　催：教育委員会事務局（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：伊野公民館２階第３会議室

パソコン・スマホ・タブレット個別相談室

いまさら聞けない！スマホ・タブレットの使い方

職場・グループで申込  仕事で使うExcel・Word　申込時に質問をお聞かせください

インターネット活用　様々な問題解決

開催時間 受講料ほか 2月日程

パソコン・スマホ・タブレット
個別相談室

※VBA＆CADなどは除く

申込1件1時間以内
10:00～16:00

受講料 1,000円

2／  4（土）
2／11（土）
2／12（日）
2／26（日）

※予約がない場合は中止します。

開催時間 受講料ほか 2月日程

無線LAN 13:00～16:00
3時間講座×2

2回講座
10名以上開催
受講料（２回分）

3,000円

2／18（土）

2／19（日）

開催時間 受講料ほか 2月日程

使用可能パソコン持参 9:00～12:00
3時間講座×2

2回講座
10名以上開催
受講料（２回分）

3,000円

2／18（土）

2／19（日）

開催時間 受講料ほか 2月日程
無線LAN

使用可能パソコン持参
9:00～13:00
4時間持込講座

10名以上開催
受講料 2,000円 2／  5（日）

職場・グループで申込
仕事で使うExcel・Word

職場や友人と一緒に学びたい方や、職場の問
題を解決したい。
残業時間を減らす工夫をしたい、など。申込時に
相談内容や質問項目をお寄せください。内容に
よっては、具体的なお問い合わせのお電話をさ
せていただく場合があります。
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院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析

いの町観光協会からのお知らせ
いの町観光協会事務局
（ギャラリー・コパ内）
〒781-2101　いの町大国町145
　893-1211　　893-1205

連絡及び問い合わせ
季節の情報や、最新イベント情報などは下記のHPでご確認ください。
ホームページ　http://inofan.jp
ブログも見てください。http://blogs.yahoo.co.jp/inokanko2006

いの町　観光 検索 クリック♪

仁淀川ひな回廊　

紙でできた男雛・女雛・七福神の衣装を
着てもらい、大国さまで成長祈願をし、
商店街を歩きます。
※無料です。

いの町かみのひな祭り	2017
３月４日（土）、５日（日）	開催決定！

大募集！大募集！雛パレードへの
参加希望者
大募集！

1月23日（月）
8：30～

電話受付開始！！
定員になり次第締切

★募集内容
　▪こども雛（男女）　　　　　　　　　　　　　　　　
　　※今春小学校入学児に限ります。
　　　3月4日（土）10：00～　14：00～
　　　3月5日（日）10：00～　14：00～
　　※各時間男女10名ずつ

　▪七福神（各日）　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　※衣装の関係上大人に限ります。
　　※男女問いません。



1月１日～10日の予定は広報12月号をご覧ください。都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

1／11・・ ▼ ・ ・2／10

休日当番医

保健行事予定表
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1　月
　１（日） い の 病 院 ☎ 893-0047

　２（月） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111

　３（火） 森 木 病 院 ☎ 893-0014

　８（日） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551

　９（月） い の 病 院 ☎ 893-0047

１５（日） 田村カルディオクリニック ☎ 893-5712

２２（日） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111

２９（日） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551

2　月
５（日） い の 病 院 ☎ 893-0047

１１（土） と ん ぼ ク リ ニ ッ ク ☎ 879-0222

１２（日） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551

１９（日） 町 田 整 形 外 科 ☎ 891-6565

２６（日） 森 木 病 院 ☎ 893-0014

広報いのは再生紙を使用し、
大豆インクで印刷しています。

吾北・本川乳児健診、３歳児健診、４か月児健診は個別に通知します。子育てサービス
内　　容 日　程 場　　所 受付時間

お や こ っ こ た い む
（育児相談）

1/17（火） 天王コミュニティセンター

9：30～ 9：501/24（火） 総合健康センター（ぐりぐらひろば）

2/  7（火） 枝川コミュニティセンター

※ た ま ご っ こ た い む
　 （ マ タ ニ テ ィ 教 室 ） 1/23（月） 総合健康センター

（ぐりぐらひろば） 13：15～13：30

吾 北 ・ 本 川 乳 児 健 診 1/12（木） 吾北中央公民館 13：30～      　 

３ 歳 児 健 診 1/26（木） すこやかセンター伊野 13：00～14：30

４ か 月 児 健 診 2/  2（木） すこやかセンター伊野 13：00～14：30
※参加希望の方はほけん福祉課（☎８９３–３８１１）までお申し込みください。

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

楮を蒸して皮をはぐ作業は、和紙を作る最初の工程で
す。紙の博物館職員と土佐和紙工芸村スタッフが例
年行っているこの作業を、見学・体験してみませんか。
申込は不要です。
日　時：1月25日（水）12：30ごろ～
蒸しあがり予定　13：00
場　所：土佐和紙工芸村　楮畑
※土佐和紙工芸村は定休日です。駐車場にある看板

を目印に、直接「楮畑」までお越しください。（徒歩約
５分）
持ち物：軍手・防寒具・タオル・飲物（汚れてもいい服

装でお越しください。）
参加費：無料
問い合わせ：土佐和紙工芸村実習室
　　　　　　（☎892-0127）まで。

楮 皮 験ぎの は 体


